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御　

挨　

拶

　

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
中
世
の
港
町
・
市
場
町
で
あ
る
草
戸
千
軒
町
（
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
繁
栄
し
た
町
）

の
遺
跡
、
近
世
後
期
の
備
後
国
神
辺
（
現
在
の
福
山
市
神
辺
町
）
出
身
の
漢
詩
人
・
儒
学
者
・
教
育
者
で
あ
る
菅
茶
山
の
関
係
資
料
、

日
本
屈
指
の
古
地
図
資
料
を
集
め
た
守
屋
壽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
広
島
県
の
歴
史
と
文
化
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

生
涯
学
習
の
推
進
施
設
と
し
て
、
地
域
文
化
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
研
究
紀
要
は
、
調
査
研
究
の
成
果
を
広

く
公
開
し
、
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
研
究
紀
要
に
は
、
重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
の
中
か
ら
「
栗
山
堂
餞
筵
詩
画
巻
」
の
翻
刻
と
訳
注
、
広
島

頼
家
に
伝
わ
る
細
川
家
の
犬
追
物
と
上
覧
相
撲
の
図
に
つ
い
て
資
料
の
年
代
を
検
討
し
頼
家
に
伝
来
し
た
経
緯
に
関
す
る
考
察
、

二
篇
の
「
今
中
大
学
日
記
」
を
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
っ
た
特
色
と
両
者
の
関
係
性
、
十
八
世
紀
末
の
縮
景
園
の
景
観
を

描
い
た
『
縮
景
園
図
巻
』
に
記
録
さ
れ
た
縮
景
園
の
改
修
内
容
の
検
証
結
果
、
縮
景
園
の
景
観
を
描
写
し
た
『
縮
景
園
記
』
の
草

稿
で
あ
る
『
縮
景
園
記
稿
本
』
に
関
す
る
資
料
紹
介
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
の
中
か
ら
頼
山
陽
の
漢
詩
草
稿
の
訳
注
の
取
組
、
草

戸
千
軒
の
呼
称
に
関
す
る
一
考
察
の
七
編
の
論
考
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
当
館
の
調
査
研
究
活
動
に
御
支
援
・
御
協
力
を
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
本
書
が
今
後
と
も

広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
、
発
刊
の
御
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
十
二
月

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
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は
じ
め
に

　

縮
景
園
（
広
島
市
中
区
上
幟
町
所
在
）
は
広
島
藩
主
別
邸
（
1
）

に
築
か
れ
た
池
泉

廻
遊
式
の
大
名
庭
園
で
あ
る
。
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
浅
野
長
晟
（
一
五
八
六
～

一
六
三
二
）
が
上
田
宗
箇
（
一
五
六
三
～
一
六
五
〇
）
に
命
じ
て
築
か
せ
た
と
伝
え

ら
れ
、
十
八
世
紀
第
4
四
半
期
後
半
～
十
九
世
紀
第
1
四
半
期
初
頭
に
浅
野
重
晟

（
一
七
四
三
～
一
八
一
四
。
広
島
藩
主
（
在
任
一
七
六
三
～
一
七
九
九
）
。
）
、
斉
賢

（
一
七
七
三
～
一
八
三
〇
。
広
島
藩
主
（
在
任
一
七
九
九
～
一
八
三
〇
）
。
）
が
行
っ
た

大
改
修
に
よ
っ
て
現
在
の
庭
園
景
観
の
基
本
が
形
作
ら
れ
た
（
2
）

。

　

ま
た
、「
縮
景
園
図
巻
」（
図
1
。
個
人
蔵
（
広
島
県
立
美
術
館
寄
託
）
。
）
は
、
前
述
の

縮
景
園
に
係
る
絵
画
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
十
八
世
紀
末
の
縮
景
園
の
景
観
を
描

い
た
現
存
唯
一
の
作
品
で
あ
る
（
3
）

。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
「
縮
景
園
図
巻
」
及
び
十
八
世
紀
第
4
四
半
期
後
半
～
十
九
世
紀

第
1
四
半
期
初
頭
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）
を
中
心
と
す
る
時
期
に
縮

景
園
で
実
施
さ
れ
た
改
修
の
内
容
に
対
す
る
検
証
結
果
を
紹
介
す
る
。

　
「
縮
景
園
図
巻
」
に
つ
い
て　
―
十
八
世
紀
末
の
縮
景
園
に
係
る
歴
史
資
料
―

白　

井　
　

比
佐
雄

　

【
凡　

例
】

•
本
稿
は
、
西
本
卓
氏
、
浜
本
緑
氏
及
び
広
島
県
立
美
術
館　

隅
川
明
宏
主
任
学
芸
員
の
協
力

を
得
て
実
施
し
た
調
査
（
令
和
三
年
九
月
～
十
二
月
実
施
）を
基
に
作
成
し
た
。

•
本
稿
の
記
述
は
既
に
公
表
し
た
白
井
「
速
報　

縮
景
園
図
巻
・
縮
景
園
記
稿
本
に
つ
い
て
」

公
益
財
団
法
人
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
『
雲
か
山
か
』
第
121
号
（
令
和
四
年
。
以
下
「
速
報
」

と
い
う
。
）
の
内
容
と
一
部
重
複
す
る
。
本
稿
と
速
報
の
記
述
が
矛
盾
す
る
場
合
は
本
稿
の

記
述
が
最
新
の
見
解
で
あ
る
。

•
本
稿
執
筆
に
当
た
り
、「
済
美
録
」「
事
蹟
緒
鑑
」
等
の
文
献
は
参
照
せ
ず
、
文
末
注
（
2
）
に
記

し
た
文
献
の
記
事
を
参
考
に
し
た
。
そ
の
他
の
参
考
文
献
も
併
せ
て
掲
示
し
た
。

•
本
稿
で
は
、
十
八
世
紀
第
4
四
半
期
～
十
九
世
紀
第
1
四
半
期
初
頭
の
浅
野
家
別
邸
を
「
泉

邸
」
、
泉
邸
敷
地
の
う
ち
濯
纓
池
を
中
心
と
す
る
庭
園
の
範
囲
を
「
縮
景
園
」
、
縮
景
園
西
側

に
隣
接
し
「
流
芳
軒
」「
馬
場
」
及
び
「
弓
銃
演
場
」
そ
の
他
の
施
設
が
設
置
さ
れ
た
地
区
を

「
「
流
芳
軒
」
地
区
」
と
い
う
（
図
22
参
照
）
。

•
名
所
の
号
又
は
そ
の
他
の
施
設
等
の
呼
称
は
、
原
則
と
し
て
広
島
県
『
名
勝
縮
景
園
保
存
管

理
計
画
書
』（
平
成
二
十
四
年
）
で
示
す
号
又
は
呼
称
を
用
い
、
歴
史
資
料
に
拠
る
号
又
は
呼

称
を
用
い
る
場
合
は
号
又
は
呼
称
に
「　

」
を
付
し
た
。

•
方
位
を
示
す
に
当
た
っ
て
は
、
磁
方
位
を
用
い
ず
、
跨
虹
橋
の
中
軸
線
方
向
を
南
北
方
向
、

こ
れ
と
直
交
す
る
方
向
を
東
西
方
向
と
表
記
し
た
。
ま
た
、
跨
虹
橋
中
軸
線
方
向
よ
り
東
側

を
「
東
部
」
、
西
側
を
「
西
部
」
と
表
記
し
た
。

•
特
定
の
複
数
地
点
間
を
繋
ぐ
想
定
上
の
線
を
「
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
例
え
ば
、
祺
福
山
と
古
松

渓
を
繋
ぐ
想
定
状
の
線
は
「
祺
福
山
―
古
松
渓
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。

•
寸
法
の
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
用
い
、「
セ
ン
チ
」
と
表
記
し
た
。

•
年
数
表
記
及
び
資
料
中
の
数
値
の
表
記
は
漢
数
字
を
用
い
、
そ
の
他
の
数
値
表
記
に
は
算
用

数
字
を
用
い
た
。
ま
た
、
西
暦
表
記
に
は
桁
を
示
す
数
字
を
省
略
し
た
。

•
敬
称
は
省
略
し
た
。

「縮景園図巻」 について　―十八世紀末の縮景園に係る歴史資料―
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図 1（ 2）　縮景園図巻（部分　中央右）

図 1（ 1）　縮景園図巻（部分　右端）
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「縮景園図巻」 について　―十八世紀末の縮景園に係る歴史資料―

図 1（ 4）　縮景園図巻（部分　左端）

図 1（ 3）　縮景園図巻（部分　中央左）
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1　
「
縮
景
園
図
巻
」の
概
要

　

「
縮
景
園
図
巻
」
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
八
月
に
竣
工
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
縮

景
園
の
改
修
工
事
（
4
）（

以
下
「
天
明
改
修
」
と
い
う
。
）
よ
り
後
の
縮
景
園
主
要
部
及
び

「
流
芳
軒
」
地
区
等
の
景
観
を
写
実
的
に
描
い
た
庭
園
画
で
あ
る
。「
縮
景
園
図
巻
」（
以

下
「
本
図
」
と
い
う
。
）
の
名
は
頼
古
楳
の
箱
書
に
因
む
（
5
）

。

　

近
世
絵
画
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
画
風
で
あ
る
こ
と
（
6
）

、
描
か
れ
た
景
観
が
縮

景
園
に
係
る
周
知
の
資
料
や
近
年
明
ら
か
に
な
っ
た
縮
景
園
の
改
修
経
過
（
7
）

と
矛

盾
し
な
い
こ
と
か
ら
、
本
図
が
近
世
に
仮
託
し
た
近
現
代
作
品
で
あ
る
可
能
性
は
ほ

ぼ
な
い
。

　

作
者
や
当
初
の
所
有
者
は
不
明
で
あ
り
、
そ
の
後
の
伝
来
関
係
も
ほ
と
ん
ど
不
明

で
あ
る
。

　

デ
ー
タ
は
表
1
の
と
お
り
。

（
1
）　
形
態
、保
存
状
態
等

　

本
図
は
、
縮
景
園
の
庭
園
景
観
を
描
い
た
本
紙
（
以
下
本
紙
に
直
接
描
い
た
画
面

を
「
本
画
面
」
と
い
う
。
）
、
景
観
の
一
部
を
描
い
た
貼
紙
（
図
3
及
び
図
5
～
16
（
56
～

58
ペ
ー
ジ
）
。
以
下
貼
紙
を
特
定
す
る
場
合
は
図
5
で
示
す
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用

い
「
貼
紙
A
」
の
要
領
で
示
す
。
）
14
枚
及
び
名
所
の
号
を
墨
書
し
た
付
箋
（
以
下
「
付

箋
」
と
い
う
。
）
21
枚
（
貼
紙
の
下
に
残
さ
れ
た
付
箋
（
以
下
「
旧
付
箋
」
と
い
う
。
）
を
含

め
る
と
25
枚
。
図
4
（
52
ペ
ー
ジ
）
。
）で
構
成
さ
れ
る
。
落
款
等
は
な
い
。

ア　
料
紙
、本
画
面

　

 　

本
画
面
は
、
虫
損
、
擦
れ
、
貼
紙
に
起
因
す
る
折
れ
等
が
随
所
に
見
え
る
が
、
保

存
状
態
は
概
ね
良
好
で
あ
る
。
本
画
面
に
紙
等
を
剥
が
し
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、

貼
紙
貼
付
時
の
状
態
が
概
ね
保
存
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

イ　
貼　
紙

　

 　

貼
紙
の
配
置
及
び
形
状
は
図
3
、

図
5
～
16
及
び
表
3
（
59
ペ
ー
ジ
）
の

と
お
り
。
前
述
の
と
お
り
貼
り
直
し

等
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
貼
紙
の
貼
付
は
1
回
の
み
と
思

わ
れ
る
。

　

 　

各
貼
紙
の
形
状
は
一
定
で
は
な
く
、

寸
法
も
異
な
る
。
貼
付
す
る
位
置
、

対
象
に
応
じ
て
形
状
や
寸
法
を
決
定
、

成
形
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

 　

紙
質
は
ほ
ぼ
同
質
で
あ
り
、
ほ
ぼ

同
時
に
成
形
、
貼
付
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

 　

貼
紙
貼
付
に
当
た
っ
て
本
画
面
へ

の
加
工
は
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
て

の
貼
紙
下
に
本
画
面
が
残
さ
れ
て
い

る
（
以
下
貼
紙
の
下
に
残
さ
れ
た
本

画
面
を
「
旧
画
面
」
と
い
う
。
ま
た
、

旧
画
面
を
特
定
す
る
場
合
、
例
え
ば

貼
紙
A
の
旧
画
面
を
示
す
場
合
は

図 2　縮景園図巻（全体）

表 1　データ

資料名称 外題 数量 寸法（本紙、㎝） 材質、形状 作者

縮景園図巻 なし 1巻
縦�32.7
横181.3

紙本著色、巻子装、料紙 2枚
継（第 1紙横124.1）、表紙題簽貼付け

不明
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「縮景園図巻」 について　―十八世紀末の縮景園に係る歴史資料―

「
旧
画
面
A
」
の
要
領
で
示
す
。
）
。

　

 　

旧
画
面
A
、
旧
画
面
B
、
旧
画
面
C
、
旧
画
面
D
及
び
旧
画
面
F
（
図
5
、
6
、
7
、

8
及
び
10
）に
損
傷
は
あ
る
が
、
他
の
旧
画
面
に
損
傷
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

貼
紙
貼
付
及
び
貼
紙
へ
の
描
画
（
以
下
貼
紙
に
描
か
れ
た
画
面
を
「
現
画
面
」
と
い

う
。
ま
た
現
画
面
を
特
定
す
る
場
合
、
例
え
ば
貼
紙
A
の
現
画
面
を
示
す
場
合
は

「
現
画
面
A
」
の
要
領
で
示
す
。
）
の
主
た
る
目
的
は
、
旧
画
面
の
景
観
を
貼
紙
貼
付

時
の
景
観
に
補
正
す
る
こ
と
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

 　

貼
紙
A
は
貼
紙
B
に
、
貼
紙
D
は
貼
紙
B
及
び
C
に
重
ね
貼
り
し
て
い
る（
図
3
、

6
（
1
）
、
7
及
び
8
）
が
、
重
ね
貼
り
部
分
に
各
貼
紙
間
の
現
画
面
の
重
複
は
認
め

ら
れ
ず
、
ま
た
、
現
画
面
と
周
囲
の
本
画
面
と
の
間
に
大
き
な
矛
盾
が
な
い
こ
と

か
ら
、
本
画
面
に
未
描
画
の
貼
紙
を
全
て
貼
付
し
た
上
で
、
現
画
面
を
描
い
た
と

思
わ
れ
る
。

ウ　
付　
箋

　

 　

付
箋
及
び
旧
付
箋
の
配
置
は
図
4
（
8
）

の
と
お
り
。「
跨
虹
橋
」
の
号
（
以
下
特
定

の
名
所
の
号
を
示
す
場
合
は
「
「
跨
虹
橋
」
号
」
の
要
領
で
示
す
。
）
を
墨
書
し
た
付

箋
（
以
下
付
箋
を
特
定
す
る
場
合
は
「
付
箋
「
跨
虹
橋
」
」
の
要
領
で
示
す
。
）
よ
り
右

側
に
10
枚
、
付
箋
「
清
風
館
」
よ
り
左
側
に
15
枚
貼
付
さ
れ
（
旧
付
箋
含
む
。
）
、
本
画

面
縦
中
軸
線
よ
り
左
に
偏
在
す
る
。

　

 　

寸
法
は
縦
1.6
セ
ン
チ
×
横
0.6
セ
ン
チ
で
共
通
し
（
9
）

、
紙
質
も
同
一
で
あ
る
。
付

箋
「
超
然
居
」
の
破
損
部
か
ら
見
え
る
本
画
面
に
「
然
」
字
の
部
首
が
写
っ
て
い
る

（
図
13
）
こ
と
か
ら
、
画
面
上
に
未
記
入
の
付
箋
を
貼
付
し
、
そ
の
後
に
墨
書
し
た

と
思
わ
れ
る
。

　

 　

ま
た
、
現
画
面
A
に
付
箋
「
看
花
榻
」（
図
5
）
、
現
画
面
B
に
付
箋
「
悠
々
亭
」（
図

図 3　貼紙の位置

　凡　例　　　　貼紙の位置及び形状（概略）

　　　　　アルファベット大文字　貼紙の仮名称　　　　　　　　　アルファベット小文字＋数字　貼紙中の注目すべき点
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6
（
1
）
及
び
（
3
）
）
、
現
画
面
D
に
付
箋
「
松
嶼
」（
図
8
）
、
現
画
面
F
に
付
箋
「
清

風
館
」（
図
10
）
が
貼
付
さ
れ
（
以
下
現
画
面
に
貼
付
さ
れ
た
付
箋
を
「
現
付
箋
」
と

い
う
。
）
、
旧
画
面
B
に
旧
付
箋
「
悠
々
亭
」（
図
6
（
1
）
及
び
（
2
）
）
、
旧
画
面
C
に

旧
付
箋
「
看
花
榻
」（
図
7
）
、
旧
画
面
D
に
旧
付
箋
「
松
嶼
」（
図
8
）
旧
画
面
F
に
旧

付
箋
「
清
風
館
」（
図
10
）
が
あ
る
こ
と
、
本
画
面
に
紙
等
を
剥
が
し
た
痕
跡
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
付
箋
及
び
旧
付
箋
は
本
画
面
描
画
後
に
貼
付
さ
れ
、
貼
紙

貼
付
、
現
画
面
描
画
後
、
現
付
箋
「
悠
々
亭
」
、
現
付
箋
「
看
花
榻
」
、
現
付
箋
「
松
嶼
」

及
び
現
付
箋
「
清
風
館
」
に
限
っ
て
別
途
新
た
に
作
成
、
貼
付
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

る
（
10
）
。

　

 　

付
箋
に
記
さ
れ
た
名
所
の
号
21
個
（
表
2
）
は
、
う
ち
20
個
が
「
天
明
末
年
か
ら

寛
政
初
年
に
か
け
て
の
時
期
」（
一
七
八
八
～
一
七
九
一
年
頃
か
。
）
に
選
定
さ
れ
た

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
縮
景
園
二
十
勝
」（
11
）
を
構
成
す
る
名
所
の
号
で
あ
り
、
こ
れ

に
「
縮
景
園
二
十
勝
」
に
含
ま
れ
な
い
「
古
松
渓
」
号
が
加
わ
る
。「
縮
景
園
二
十
勝
」

の
配
置
及
び
具
体
的
様
相
を
示
す
資
料
は
本
図
が
初
見
で
あ
る
。

（
2
）　
本
画
面
描
画
年
代
及
び
貼
紙
貼
付
年
代
等

　

本
図
は
概
ね
十
八
世
紀
第
4
四
半
期
後
半
、
一
七
九
〇
年
代
に
、
本
画
面
描
画
及

び
貼
紙
貼
付
の
2
段
階
に
わ
た
っ
て
制
作
さ
れ
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
十
月
ま

で
に
完
成
し
た
作
品
と
推
定
さ
れ
る
（
12
）
。 

　

本
画
面
（
旧
画
面
含
む
）
が
描
か
れ
た
年
代
又
は
時
期
（
以
下
「
本
画
面
描
画
年
代
」

と
い
う
。
）
及
び
貼
紙
が
貼
付
さ
れ
現
画
面
が
描
か
れ
て
本
図
が
整
え
ら
れ
た
年
代
又

は
時
期
（
以
下
「
貼
紙
貼
付
年
代
」
と
い
う
。
）
の
推
定
年
代
及
び
推
定
根
拠
は
次
の
と

お
り
。

ア　
本
画
面
描
画
年
代

図 4　付箋、現付箋及び旧付箋の略位置及び付箋等に記された名所の号

　凡例　　　�　付箋及び現付箋の略位置（枠内は記された号）

　　　　ゴシック枠なし　旧付箋に記された号
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表 2　本図に見える名所の号一覧（順不同）

号 備　考

迎暉峰 現在の迎暉峰とは異なる地割（現在の迎暉峰西側尾根付近）に用いられる

看花榻

望春圯
現存しない施設（橋梁）（享和改修 * 1撤去）の号�

「縮景園名勝」* 2に含まれない

悠々亭

松　嶼
現存しない地割（島嶼）（享和改修撤去）の号�

「縮景園名勝」に含まれない

濯纓池

竒福山 現在は祺福山と号す

跨虹橋

清風館

鴛鴦洲
現存しない地割（島嶼）（享和改修撤去）の号�

「縮景園名勝」に含まれない号

明月亭

積翠嵓
現在は積翠巌と号す�

「縮景園名勝」に含まれないが、現在も名所に挙げている

白龍渓
現在の白龍泉流路とは異なる地割（流路）（享和改修で改修）の号�

「縮景園名勝」に含まれない

錦繡橋 「縮景園名勝」に含まれるが、現存しない施設（橋梁）（文化後期改修 * 3撤去）の号

楓　林 現在の丹楓林とは異なる位置にあった尾根付近の号

古松渓

「縮景園二十勝」に含まれない号�

「縮景園名勝」に含まれ、現在も北西部の流路に対し同じ号を用いているが、本図では、東南部の現存

しない地割に用いている

聚仙島
現在は用いていない号�

「縮景園名勝」に含まれない

超然居

觀瀾橋

石蟾橋

流芳軒 現存しない施設（文政改修 * 4撤去）の号

* 1 、* 3 、* 4 　後出注（ 2）白井報告 1及び白井報告 2参照

* 2 　　　�　　�後出注（60）参照
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「
縮
景
園
二
十
勝
」
が
選
定
さ
れ
た
時
期
を
上
限
と
し
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

十
月
に
竣
工
し
た
と
伝
わ
る
（
13
）
縮
景
園
の
改
修
工
事
（
以
下
「
寛
政
前
期
改
修
」
と

い
う
。
）
着
工
ま
で
の
時
期
を
下
限
と
す
る
間
、
天
明
八
年
八
月
～
寛
政
三
年
十
月

（
一
七
八
九
～
一
七
九
一
）
の
間
の
ど
こ
か
で
描
画
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

（
ア
）　
上
限
の
根
拠

　

◇
天
明
改
修
で
竣
工
し
た
と
伝
わ
る
跨
虹
橋
を
描
く
。

　
　
　

跨
虹
橋
は
天
明
六
年
（
一
七
八
七
）
六
月
竣
工
と
伝
え
ら
れ
る
（
14
）
。

　

◇
付
箋
に
記
さ
れ
た
名
所
の
号
が「
縮
景
園
二
十
勝
」と
概
ね
一
致
す
る（
前
節
ウ
）。

　
◇
旧
画
面
B
に「
悠
々
亭
」を
描
く
。

　
　

 　

「
縮
景
園
二
十
勝
」
は
「
縮
景
園
十
九
勝
」
に
「
悠
々
亭
」
号
を
追
加
し
て
成
立

し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
15
）
。
こ
の
追
加
の
契
機
と
し
て
悠
々
亭
竣
工
を
仮
定

す
る
と
、
本
画
面
の
制
作
の
上
限
は
「
縮
景
園
十
九
勝
」
選
定
段
階
ま
で
遡
ら
ず
、

「
縮
景
園
二
十
勝
」
選
定
よ
り
後
と
推
測
さ
れ
る
。

　

（
イ
）　
下
限
の
根
拠

　

◇�

旧
画
面
F
に
描
か
れ
た
清
風
館
が
寛
政
前
期
改
修
よ
り
前
の
姿
の
清
風
館
を
描

い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　

 　

旧
画
面
F
に
描
か
れ
た
清
風
館（
図
10
。
以
下
「
旧
清
風
館
」
と
い
う
。）は
「
縮

景
園
山
荘
図
」（
16
）（
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
八
月
下
図
作
成
。
以
下
「
山
荘
図
」

と
い
う
。
）
に
描
か
れ
た
清
風
館
（
以
下
「
清
風
館
」
と
い
う
。
）
と
棟
の
向
き
構
造

等
が
異
な
り
（
17
）
、
清
風
館
は
旧
清
風
館
を
改
修
し
た
建
物
と
推
定
さ
れ
る
。
ま

た
、
清
風
館
に
係
る
改
修
工
事
は
寛
政
前
期
改
修
し
か
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
（
18
）
。

こ
れ
ら
か
ら
、
旧
清
風
館
を
描
く
本
画
面
の
制
作
下
限
は
寛
政
三
年
十
月
よ
り

前
と
推
測
で
き
る
。

イ　
貼
紙
貼
付
年
代

　

 　

本
画
面
描
画
後
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
十
月
に
竣
工
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

（
19
）
改
修
工
事
（
以
下
「
寛
政
後
期
改
修
」
と
い
う
。
）
竣
工
ま
で
の
間
、
寛
政
三
年
十

月
～
寛
政
十
二
年
十
月
（
一
七
九
一
～
一
八
〇
〇
）
の
間
の
ど
こ
か
で
行
わ
れ
た
と

推
定
さ
れ
る
。

　

（
ア
）　
上
限
の
根
拠

　
◇
現
画
面
に
描
か
れ
た
景
観
の
多
く
が
山
荘
図
と
一
致
す
る
。

　
◇
旧
清
風
館
の
上
に
貼
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る（
前
項（
イ
））。

　
（
イ
）　
下
限
の
根
拠

　
◇
享
和
改
修
で
撤
去
さ
れ
た「
望
春
圯
」を
描
い
て
い
る
。

　
　

 　

「
望
春
圯
」
と
そ
の
周
辺
の
地
割
（
図
1
（
1
）
）
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に

竣
工
し
た
と
推
定
さ
れ
る
縮
景
園
の
改
修
工
事
（
以
下
「
享
和
改
修
」
と
い
う
。
）

の
一
環
で
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
八
月
か
ら
文
化
元
年
ま
で
の
間
の
ど
こ
か

で
撤
去
、
改
修
さ
れ
て
い
る
（
20
）
。
こ
の
「
望
春
圯
」
の
上
に
は
貼
紙
が
貼
付
さ
れ

て
お
ら
ず
、
本
図
が
享
和
改
修
以
降
改
変
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

◇
現
画
面
の
一
部
が
山
荘
図
に
描
か
れ
た
景
観
と
一
致
し
な
い
（
21
）。

　
　

 　

現
画
面
は
、
佐
々
木
錦
江
（
山
荘
図
「
草
稿
」
制
作
者
）
に
よ
っ
て
山
荘
図
を
構

成
す
る
一
連
の
作
品
（
以
下
「
場
面
」
と
い
う
。
）
の
下
書
き
（
以
下
「
山
荘
図
「
草

稿
」
と
い
う
。
）
が
全
て
揃
え
ら
れ
る
よ
り
前
、
一
部
の
山
荘
図
「
草
稿
」
は
未
だ

制
作
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
描
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
22
）
。

　
　

 　

山
荘
図
「
草
稿
」
制
作
は
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
八
月
に
完
了
し
て
い
る
（
23
）

こ
と
か
ら
、
現
画
面
描
画
即
ち
貼
紙
貼
付
の
時
期
は
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
八

月
よ
り
前
、
お
そ
ら
く
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
十
月
の
寛
政
後
期
改
修
竣
工
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前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

（
3
）　
作　
者

　

落
款
等
が
な
く
、
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
広
島
藩
主
別
邸
を
題
材
と
す
る

本
図
の
制
作
は
藩
主
で
あ
る
浅
野
重
晟
の
意
思
・
意
向
に
拠
っ
て
行
わ
れ
た
と
推
察

さ
れ
（
24
）
、
作
者
は
浅
野
重
晟
周
辺
の
画
を
得
意
と
す
る
文
人
の
ひ
と
り
と
推
測
さ
れ

る
。
広
島
を
代
表
す
る
画
人
・
岡
岷
山
（
一
七
三
四
～
一
八
〇
六
）
を
作
者
と
す
る
指

摘
も
あ
る
（
25
）
。

（
4
）　
目
的
動
機

　

本
図
制
作
の
目
的
や
動
機
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
も
皆
無
だ
が
、
前
項
の
年
代
推

定
が
妥
当
で
あ
っ
た
場
合
、
本
画
面
は
、
浅
野
重
晟
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、「
縮

景
園
詩
文　

上
」（
26
）
に
掲
載
さ
れ
た
詩
の
創
作
を
始
め
と
す
る
文
芸
活
動
（
27
）
の
一
環

と
し
て
描
画
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
庭
園
景
観
、
詩
文
と
絵
画
を
一
体
に
捉
え
る

芸
術
的
感
性
に
よ
る
創
作
活
動
が
想
像
さ
れ
る
。

　

一
方
、
貼
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
図
は
、
十
八
世
紀
末
時
点
で
、
何

ら
か
の
作
業
に
利
用
す
る
作
品
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
28
）
。

本
画
面
描
画
直
後
か
ら
、
他
藩
の
文
人
等
へ
の
配
布
（
29
）
を
始
め
、
様
々
に
利
用
さ
れ

た
も
の
の
ひ
と
つ
と
想
定
さ
れ
る
。

　

貼
紙
貼
付
の
目
的
及
び
動
機
も
不
明
だ
が
、
目
的
に
つ
い
て
は
、
本
画
面
に
描
か

れ
た
景
観
を
、
本
画
面
描
画
よ
り
後
で
山
荘
図
「
草
稿
」
完
整
よ
り
前
に
実
施
さ
れ
た

改
修
工
事
の
結
果
形
成
さ
れ
た
景
観
に
補
正
す
る
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
動

機
に
つ
い
て
は
、
次
代
に
予
定
さ
れ
て
い
る
縮
景
園
真
景
図
の
下
絵
に
す
る
た
め
と

の
指
摘
も
あ
る
（
30
）
。

（
5
）　
画
の
概
要

ア　
画
の
内
容

　

 　

泉
邸
敷
地
北
部
を
東
西
に
延
び
る
堤
防
の
稜
線
以
南
、
跨
虹
橋
を
中
心
と
す
る

縮
景
園
主
要
部
及
び
「
流
芳
軒
」
地
区
（
図
22
（
65
ペ
ー
ジ
）
）
の
景
観
を
南
側
か
ら

描
い
た
図
で
あ
る
。
堤
防
北
側
斜
面
以
北
の
事
物
は
描
か
れ
ず
、
堤
防
稜
線
上
方

に
宗
箇
山
を
始
め
と
す
る
山
並
み
を
遠
景
と
し
て
描
く
。

　

 　

「
竒
福
山
」
及
び
跨
虹
橋
を
画
の
縦
中
軸
線
上
下
に
、
か
つ
跨
虹
橋
を
画
面
中
央

や
や
下
に
配
し
た
上
で
、
清
風
館
の
屋
根
越
し
に
俯
瞰
し
て
い
る
。
ま
た
、
桜
花
等

の
花
樹
や
紅
葉
そ
の
他
植
栽
の
描
写
に
よ
っ
て
春
景
と
秋
景
を
同
時
に
描
き
示
し

て
い
る
。

　

 　

旧
画
面
の
内
容
は
図
5
～
16
及
び
表
3
（
56
～
59
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
で
あ
り
、

本
画
面
及
び
旧
画
面
が
描
く
景
観
は
一
七
九
〇
年
前
後
の
、
本
画
面
及
び
現
画
面

で
構
成
さ
れ
る
本
図
の
現
状
は
一
八
〇
〇
年
頃
の
景
観
で
あ
る
。

イ　
他
の
作
品
と
の
比
較

　

 　

本
図
は
天
明
改
修
後
の
絵
画
作
品
の
な
か
で
は
現
存
最
古
で
あ
り
、
現
存
す
る

真
景
図
系
の
な
か
で
も
最
も
古
い
作
品
で
あ
る
（
31
）
。

　

 　

本
図
と
同
様
の
画
角
で
縮
景
園
主
要
部
を
描
く
「
浅
野
侯
別
邸
泉
邸
図
」（
図
18
。

一
八
〇
五
～
一
八
〇
九
年
の
間
に
制
作
。
以
下
「
文
化
図
」
と
い
う
。
）「
安
芸
国
広

島
縮
景
園
全
景
」（
33
）（
図
19
。
一
八
三
〇
年
以
降
の
制
作
。
以
下
「
天
保
図
」
と
い

う
。
）と
の
比
較
で
は
、
本
図
に
は
両
図
に
対
し
て
、

○�「
流
芳
軒
」地
区
の
景
観
及
び
泉
邸
南
西
部（
後
に
幽
玄
庵
等
が
建
て
ら
れ
る
一
帯
）

の
一
部
も
描
い
て
い
る
（
34
）

○
付
箋
に
よ
っ
て
名
所
の
位
置
が
明
示
さ
れ
て
い
る

○
本
画
面
描
画
後
、貼
紙
に
よ
っ
て
景
観
が
修
正
さ
れ
て
い
る
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図 5　貼紙A（透過光撮影　縮率 1 : 2 ）

図 6（ 1 ）　貼紙B（全体）（透過光撮影　縮率 1 : 3 ）

図 6（ 2 ）　貼紙B（部分b 1 ）（透過光撮影） 図 6（ 3 ）　貼紙B（部分b 2 ）（透過光撮影）
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図 7　貼紙C（透過光撮影　縮率 1 : 2 ）

図 8　貼紙D（透過光撮影　縮率 1 : 3 ） 図 9　貼紙E（透過光撮影　縮率 1 : 2 ）

図10　貼紙F（透過光撮影　縮率 1 : 2 ）

図11　貼紙G（透過光撮影　縮率 1 : 2 ）
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図12　貼紙H、I、J（透過光撮影　縮率 1 : 1 ）

図13　貼紙L（透過光撮影　縮率 1 : 1 ） 図14　貼紙K（透過光撮影　縮率 1 : 3 ）

図15　貼紙N（透過光撮影　縮率 1 : 1 ） 図16　貼紙M（透過光撮影　縮率 1 : 1 ）
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表 3　貼紙一覧

仮名称 描画内容

貼紙Ａ

看花榻周辺から有年場上方にかけての堤防部の描写を補正。�
現画面Ａ　�看花榻（図 3 a 1 ）、看花榻東側の立石組（以下「看花榻東立石組」という。）、「望春圯」から看花榻

に至る園路及び園路沿いの植栽を描く。�
旧画面Ａ　前述の諸要素は見えない。

貼紙Ｂ

悠々亭東側半島北端から臨瀛岡南側にかけての描写を補正。�
現画面Ｂ　�右端近く、現在の悠々亭とほぼ同位置（図 3 b 1 ）に既知の資料に見えるものと類似する悠々

亭（以下現画面に描かれた悠々亭を「悠々亭」という。）とその近傍の石燈籠（以下「悠々亭南東
石燈籠」という。）を描く。�

旧画面Ｂ　�左端の臨瀛岡下（図 3 b 2）に「悠々亭」（以下旧画面に描かれた「悠々亭」を「旧悠々亭」という。）、
現画面の悠々亭の位置（図 3 b 1 ）に円礫又は砂利を敷いた浜（以下「礫州浜」という。）、有年場
から悠々亭東側半島を越えて西進する園路沿いに石燈籠（以下「当初Ｂ石燈籠」という。）を描
く。

貼紙Ｃ

現在の桜花巷東部から龍門峡出口付近にかけての景観を補正。�
現画面Ｃ　�マツ低木群と石燈籠（以下「桜花巷東詰石燈籠」という。）を描く。�
旧画面Ｃ　�右（図 3 C 1）に「看花榻」（以下旧画面に描かれた看花榻を「旧看花榻」という。）と花樹（ウメか）、

右下端（図 3 C 2 ）に石燈籠（以下「当初Ｃ石燈籠」という。）を描く。

貼紙Ｄ

濯纓池東部の島嶼「松嶼」を補正。�
現画面Ｄ　�東側に二つの頂点を有し芝やマツ低木等を配した盛土、西側に礫州浜を残した形状の「松嶼」

を描く。�
旧画面Ｄ　�主として礫州浜で構成されマツ低木を植えた「松嶼」（以下旧画面に描かれた「松嶼」を「「旧松

嶼」」という。）を描く。

貼紙Ｅ
現在の臨瀛岡南側斜面、楊柳湾北側斜面に当たる位置を補正。�
現画面Ｅ　広葉樹低木を描く。�
旧画面Ｅ　石燈籠（以下「当初Ｅ石燈籠」という。）を描く。

貼紙Ｆ

清風館周辺を補正。清風館を正確に描写しないことを目的に貼付されたと推定される。�
現画面Ｆ　�清風館及び「一之御茶屋」の二棟の屋根と霞、濯纓池汀線に飛石園路を描く。�
旧画面Ｆ　�天端に近い位置（図 3 f 1 ）に清風館（以下旧画面に描かれた清風館を「旧清風館」という。）及

び東西棟の「一之御茶屋」と思われる建造物二棟を描く。

貼紙Ｇ

濯纓池西部の島嶼「鴛鴦洲」東端を補正。�
現画面Ｇ�　�「鴛鴦洲」を「竒福山」から切り離された島嶼として描く。東端に立石組（以下「鴛鴦洲東端立

石組」という。）を描く。�
旧画面Ｇ　東端が礫州浜によって「竒福山」に繋がる「鴛鴦洲」を描く。

貼紙Ｈ
「竒福山」北西湾奥部を補正。�
現画面Ｈ　�園路より上方、内陸側に石燈籠（以下「補正Ｈ石灯籠」という。）を描く。�
旧画面Ｈ　�園路より下方、濯纓池汀線付近に石燈籠（以下「当初Ｈ石燈籠」という。）を描く。

貼紙Ｉ
貼紙Ｈに続く濯纓池汀線付近を補正。�
濯纓池汀線沿いの園路を明瞭に示すために貼付したと推測される。

貼紙Ｊ
明月亭南東の堤防部を補正。�
現画面Ｊ　濯纓池から明月亭東側に向けて登る園路を書き加える。

貼紙Ｋ

「積翠嵓」西端を補正。�
現画面Ｋ　�「積翠嵓」南西部と堤防部を繋ぐ杭列を濯纓池水面に補正するとともに、「積翠嵓」対岸汀線付

近に立石組（以下「積翠嵓西側立石組」という。）を描く。�
旧画面Ｋ　「積翠嵓」南西部と堤防部を繋ぐ杭列を描く。

貼紙Ｌ
超然居を補正する。�
現画面Ｌ　超然居に高欄及び床構造、南面踏石を書き加える。
旧画面Ｌ　吹き放しの東屋を描く。

貼紙Ｍ
縮景園南西部を区切る柵列の一部を補正する。�
現画面Ｍ　植栽を描く。�
旧画面Ｍ　石造と思われる切妻屋根祠状の構造物を描く。

貼紙Ｎ 広葉樹高木の撤去に伴う貼付と推測される。
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等
の
特
徴
が
あ
り
、
ま
た
、
本
図
と
文
化
図
と
の
間
で
も

○�

画
面
上
の
迎
輝
峰
、竒
福
山
、超
然
居
等
の
配
置
、位
置
関
係
は
似
て
い
る
が
、文

化
図
は
本
図
よ
り
も
起
伏
、高
さ
を
強
調
し
て
描
い
て
い
る

等
の
相
違
が
あ
る
。
一
方
、
本
図
及
び
文
化
図
と
天
保
図
の
間
で
は
、
装
幀
や
寸
法

（
35
）
の
ほ
か
、

○�

天
保
図
が
濯
纓
池
の
南
北
幅
や
跨
虹
橋
の
長
さ
を
東
西
幅
に
比
し
て
大
き
く
デ

フ
ォ
ル
メ
し
て
い
る
の
に
対
し
、本
図
及
び
文
化
図
は
よ
り
実
景
に
近
い
描
き
方

を
し
て
い
る
（
36
）

○�

本
図
と
文
化
図
で
は
、画
面
上
の
迎
輝
峰
、竒
福
山
、超
然
居
等
の
配
置
、位
置
関

係
が
似
て
お
り
、天
保
図
よ
り
実
景
に
近
い

○�

天
保
図
は
各
名
所
の
季
節
感
を
植
栽
で
描
き
分
け
て
い
る
が
、本
図
及
び
文
化
図

に
お
い
て
、春
季
～
夏
季
の
名
所
に
当
た
る
有
年
場
―
看
花
搨
付
近
や
大
イ
チ
ョ

ウ
に
紅
葉（
黄
葉
）を
、夏
季
に
相
当
す
る
後
の
臨
瀛
岡
周
辺
に
花
樹
を
描
く
な
ど
、

各
名
所
の
季
節
感
を
描
き
分
け
て
い
な
い

な
ど
の
相
違
が
あ
り
、
天
保
図
よ
り
も
本
図
と
文
化
図
の
画
風
と
の
間
に
共
通
性
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
37
）
。

図17　本図（再掲）（縮率 1 :140）

図18　浅野候別邸泉邸図　（縮率 1 :140）

図19　安芸国広島縮景園全景　（縮率 1 :140）

※�国立国会図書館デジタルアーカイブ（注（33））からダウンロードした図版を合成、

加筆
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図20　文化図及び天保図と本図本画面及び現画面の主な相違点

　凡　例　　　　主な相違点　　　　　　　　　ゴシック　主な相違点の名称　

　　　　　　　　貼紙の位置及び形状（概略）　　A～N　　貼紙の記号

表 4　文化図及び天保図と本図本画面及び現画面との主な相違点

位　置 内　容 改修の時期

迎暉峰
迎暉峰の位置及び形状は文化図に描かれた迎暉峰の位置及び形状と類
似するが、天保図とは異なる。�文化図より高低差小

文化後期改修以降の改修

銀河渓
文化図に描かれた銀河渓と形状等が異なり、山荘図第 1巻場面 3「迎暉
峰」図、同第 2巻場面11に見える銀河渓の形状に近い。

ポスト山荘図期

「望春圯」
文化図と異なり、山荘図第 1巻場面 2「望春圯」図に描かれた「望春圯」
が見える。また、銀河渓の濯纓池への流入口の形状が文化図と異なる。

「望春圯」周辺はポスト山荘図期

看花榻 現画面で園路を追加。看花榻移設に伴う工事か

悠々亭 悠々亭移設に伴い、旧画面に描かれた礫州浜を撤去

旧看花榻 現画面で礫州浜を描く。看花榻移設に伴う工事か

「竒福山」
東側汀線

文化図と異なり、主として礫州浜で形成されている�文化図に描かれた
楊柳湾及び楊柳橋は描かれていない

楊柳湾及び楊柳橋付近は、ポス
ト山荘図期、その後、文化前期及
び文化後期改修で度々改修

濯纓池
東部

文化図と異なり、「松嶼」を描く。�文化図に描かれた島嶼は見えない。 山荘図Ⅱ期～ポスト山荘図期

跨虹橋
北詰

文化図と異なり、跨虹橋北詰の汀線が主として礫州浜で構成される ポスト山荘図期

濯纓池
西部

文化図と異なり、「鴛鴦洲」のみ描かれ、文化図に描かれた島嶼が見えな
い

山荘図Ⅱ期～ポスト山荘図期

「白龍渓」
流路

文化図と異なり、「白龍渓」流路及び後の古松渓流路に相当する流路を描
き、後の白龍泉及び白龍泉流路が描かれていない

ポスト山荘図期

濯纓池
西側尾根

文化図より、濯纓池汀線が超然居に接近している�汀線の凹凸が文化図
に描かれた汀線より複雑

ポスト山荘図期
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2　
名
勝
縮
景
園
を
構
成
す
る
枢
要
な
諸
要
素
の
変
遷

　

本
章
で
は
本
図
で
窺
え
る
名
勝
縮
景
園
を
構
成
す
る
枢
要
な
諸
要
素
の
変
遷
に
つ

い
て
説
明
す
る
（
図
22
（
67
ペ
ー
ジ
）
、
図
26
（
76
ペ
ー
ジ
）
）
。

（
1
）　
地　
割

　

 　

本
画
面
及
び
現
画
面
と
文
化
図
及
び
天
保
図
と
の
間
で
の
主
た
る
相
違
点
は
図

20
及
び
表
4
（
63
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
。
こ
の
う
ち
、
従
来
の
見
解
を
修
正
す
べ
き

点
は
次
の
と
お
り
。

ア　
濯
纓
池
島
嶼
配
置
の
変
更

　

 　

本
図
で
は
、
濯
纓
池
内
に
浮
か
ぶ
盛
土
又
は
礫
を
主
体
と
す
る
島
又
は
洲
（
以

下
「
島
嶼
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、
濯
纓
池
東
部
の
「
松
嶼
」
、
濯
纓
池
西
部
の
「
鴛
鴦

洲
」
、「
積
翠
嵓
」
及
び
「
聚
仙
島
」
の
4
島
嶼
が
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
天
明

以
前
の
「
御
池
」
の
島
嶼
と
は
形
状
、
位
置
が
異
な
り
（
38
）（
図
23
（
67
ペ
ー
ジ
）
）
、
天

明
改
修
に
よ
る
築
造
で
あ
る
。

　

 　

一
方
、
本
図
に
描
か
れ
た
島
嶼
は
文
化
図
に
描
か
れ
た
島
嶼
よ
り
数
が
少
な
く
、

か
つ
石
組
を
景
観
上
の
主
た
る
構
成
要
素
と
す
る
島
嶼
が
本
図
で
は
「
積
翠
嵓
」

1
島
嶼
に
留
ま
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
（
39
）
。
本
図
制
作
後
、
濯
纓
池
及
び
島
嶼

が
形
成
す
る
景
観
意
匠
に
対
す
る
考
え
方
を
改
め
た
（
40
）
上
で
、
文
化
図
制
作
ま
で

の
間
に
「
松
嶼
」「
鴛
鴦
洲
」
撤
去
と
島
嶼
新
造
そ
の
他
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。

　

 　

な
お
、
こ
の
改
修
工
事
は
東
部
を
中
心
と
す
る
改
修
工
事
と
西
部
に
お
け
る
改

修
工
事
の
2
段
階
に
わ
た
る
と
推
定
さ
れ
、
山
荘
図
に
、
旧
画
面
D
に
描
か
れ
た
「
松

嶼
」（
以
下
「
「
旧
松
嶼
」
」
と
い
う
。
）
に
類
似
す
る
島
嶼
を
描
く
場
面
（
41
）
と
現
画
面

D
に
描
か
れ
た
「
松
嶼
」（
以
下
「
「
松
嶼
」
」
と
い
う
。
）
に
類
似
す
る
島
嶼
を
描
く
場

面
（
42
）
に
加
え
、
濯
纓
池
東
部
に
島
嶼
を
描
い
て
い
な
い
場
面
（
43
）
、
濯
纓
池
東
部
に

墨
書
で
3
島
嶼
を
描
く
場
面
（
44
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
（
表
12
）
、
濯
纓
池
周
辺
汀
線
か

ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
が
鴛
鴦
洲
東
端
石
組
は
見
え
な
い
「
鴛
鴦
洲
」
に
相
当
す

る
島
嶼
を
描
い
た
場
面
が
あ
る
（
45
）
こ
と
か
ら
、
貼
紙
が
貼
付
さ
れ
本
図
制
作
が
完

了
し
た
後
か
ら
山
荘
図
「
草
稿
」
が
完
整
す
る
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
間
を
「
山
荘

図
Ⅱ
期
」
と
い
う
。
）
で
「
松
嶼
」
の
改
修
撤
去
と
東
部
島
嶼
群
築
造
、「
鴛
鴦
洲
」
東

部
石
組
撤
去
等
の
改
修
工
事
が
、
本
図
制
作
が
完
了
し
か
つ
山
荘
図
「
草
稿
」
が
完

整
し
た
後
か
ら
文
化
図
が
制
作
さ
れ
る
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
間
を
「
ポ
ス
ト
山

荘
図
期
」
と
い
う
。
）
に
「
鴛
鴦
洲
」
撤
去
及
び
西
部
島
嶼
群
築
造
等
の
改
修
工
事
が

な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

 　

ま
た
、
旧
画
面
D
と
現
画
面
D
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
「
旧
松
嶼
」
か
ら
「
松

嶼
」
へ
の
改
修
工
事
（
図
8
）
及
び
旧
画
面
G
と
現
画
面
G
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
る
「
鴛
鴦
洲
」
切
り
離
し
工
事
（
図
11
）
に
つ
い
て
は
、
山
荘
図
に
「
旧
松
嶼
」
に

類
似
す
る
島
嶼
を
描
く
場
面
（
46
）
や
切
り
離
さ
れ
た
「
鴛
鴦
洲
」
に
相
当
す
る
島
嶼

を
描
い
た
場
面
（
47
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
工
事
は
、
本
画
面
描
画
後
、
山
荘

図
「
草
稿
」
制
作
開
始
後
か
ら
本
図
に
貼
紙
が
貼
付
さ
れ
る
よ
り
前
ま
で
の
間
（
以

下
こ
の
間
を
「
山
荘
図
Ⅰ
期
」
と
い
う
。
）
に
実
施
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

イ　
「
白
龍
渓
」流
路
と
白
龍
泉
流
路
築
造

　
 　

本
図
本
画
面
に
、
明
月
亭
南
側
附
近
か
ら
積
翠
巌
西
側
、「
錦
繍
橋
」
附
近
に
向

け
て
流
下
す
る
「
白
龍
渓
」
流
路
が
描
か
れ
て
お
り
（
48
）（
図
1
（
3
））、
天
明
改
修
で

は
白
龍
泉
流
路
と
異
な
る
流
路
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

 　

「
白
龍
渓
」
流
路
は
山
荘
図
に
見
え
る
（
49
）
一
方
、
文
化
図
で
は
白
龍
泉
流
路
及
び

白
龍
泉
滝
石
組
が
描
か
れ
て
お
り
、
ポ
ス
ト
山
荘
図
期
に
「
白
龍
渓
」
流
路
撤
去
並
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び
に
白
龍
泉
流
路
及
び
白
龍
泉
滝
石
組
設
置
工
事
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ウ　
濯
纓
池
西
側
尾
根
の
改
修

　

 　

本
図
及
び
山
荘
図
（
50
）
で
は
、「
聚
仙
島
」
西
側
は
濯
纓
池
西
側
尾
根
か
ら
細
い
水

面
で
切
り
離
さ
れ
、
濯
纓
池
西
側
尾
根
の
汀
線
も
複
雑
に
凹
凸
し
て
い
る
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
（
図
1
（
4
）
）が
、
文
化
図
で
は
本
図
よ
り
幅
広
い
水
面
が
描
か
れ
、

濯
纓
池
西
側
尾
根
の
汀
線
も
単
調
で
あ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
（
51
）
。
ポ
ス
ト
山

荘
図
期
に
お
け
る
改
修
工
事
が
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）　
構
造
物

ア　
建
築
物

　

 　

本
画
面
及
び
現
画
面
に
清
風
館
、
看
花
榻
、
悠
々
亭
、
霊
迹
壇
、「
竒
福
山
」
、
明

月
亭
及
び
超
然
居
が
描
か
れ
る
と
と
も
に
、
旧
画
面
F
に
旧
清
風
館
、
旧
画
面
C

に
現
画
面
に
描
か
れ
た
看
花
榻
よ
り
古
段
階
の
「
看
花
榻
」（
図
7
。
以
下
旧
画
面

C
に
描
か
れ
た
看
花
榻
を
「
旧
看
花
榻
」
と
い
う
。
）
、
旧
画
面
B
に
現
画
面
に
描
か

れ
た
悠
々
亭
よ
り
古
段
階
の
悠
々
亭
（
図
6
（
2
）
。
以
下
旧
画
面
B
に
描
か
れ
た

悠
々
亭
を
「
旧
悠
々
亭
」
と
い
う
。
）
が
描
か
れ
る
。
い
ず
れ
も
植
物
葺
き
平
屋
建
て

で
あ
る
（
図
21
及
び
表
5
）
。

　

（
ア
）　
旧
清
風
館
及
び
清
風
館

　
　

 　

旧
清
風
館
及
び
清
風
館
は
縮
景
園
の
中
心
に
位
置
す
る
建
築
物
で
あ
る
。
現

画
面
F
で
は
両
者
は
異
な
る
位
置
に
あ
っ
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
同
位
置
に
あ
る
建
築
物
で
あ
り
（
52
）
、
清
風
館
は
旧
清
風
館
を
改
修
し
た
建

築
物
で
あ
る
。

　
　

 　

旧
清
風
館
か
ら
清
風
館
へ
の
改
修
工
事
は
、
旧
清
風
館
が
山
荘
図
に
見
え
な

い
（
53
）
こ
と
か
ら
、
本
画
面
描
画
の
後
か
ら
山
荘
図
「
草
稿
」
制
作
開
始
よ
り
前
の

間（
以
下
こ
の
間
を
「
プ
レ
山
荘
図
期
」
と
い
う
。）に
実
施
さ
れ
た
工
事
で
あ
る
。

な
お
寛
政
前
期
改
修
で
あ
る
。

　

（
イ
）　
旧
看
花
榻
及
び
看
花
榻

　
　

 　

旧
看
花
榻
と
看
花
榻
は
構
造
、
形
態
が
類
似
し
て
お
り
（
54
）
、
看
花
榻
は
旧
看

花
榻
を
移
設
し
た
建
築
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
旧
看
花
榻
で
は
西

側
に
花
樹
中
木
（
ウ
メ
又
は
モ
モ
か
）（
55
）
、
看
花
榻
で
は
東
側
に
花
樹
中
木
（
モ

モ
か
）
を
植
樹
し
て
お
り
、
天
明
改
修
時
点
で
春
の
花
を
観
覧
す
る
地
点
と
し

て
の
機
能
が
旧
看
花
榻
に
付
与
さ
れ
、
移
設
後
も
看
花
榻
に
継
承
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
る
。

　
　

 　

山
荘
図
に
は
旧
看
花
榻
を
描
い
た
場
面
が
な
い
（
56
）
こ
と
か
ら
、
旧
看
花
榻
を

看
花
榻
に
移
設
す
る
工
事
は
プ
レ
山
荘
図
期
に
実
施
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、

前
述
清
風
館
改
修
工
事
、
寛
政
前
期
改
修
と
の
時
期
差
は
不
明
で
あ
る
。

　

（
ウ
）　
旧
悠
々
亭
及
び
悠
々
亭

　
　

 　

旧
悠
々
亭
と
悠
々
亭
は
構
造
、
形
態
が
類
似
し
て
お
り
、
悠
々
亭
は
旧
悠
々

亭
の
正
面
を
南
向
き
に
変
更
し
た
上
で
移
設
し
た
建
築
物
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
（
57
）
。

　
　

 　

旧
悠
々
亭
を
悠
々
亭
に
移
設
す
る
工
事
は
、
山
荘
図
に
旧
悠
々
亭
を
描
い
た

と
思
わ
れ
る
場
面
と
悠
々
亭
を
描
い
た
場
面
の
双
方
が
あ
る
（
58
）
こ
と
か
ら
、
山

荘
図
Ⅰ
期
に
実
施
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
59
）
。

　

（
エ
）　
霊
迹
壇

　
　

 　

看
花
榻
の
西
、
木
立
の
中
に
描
か
れ
た
植
物
葺
き
方
形
寄
棟
造
り
の
屋
根
は

「
縮
景
園
名
勝
」（
60
）
に
あ
る
霊
迹
壇
（
十
王
堂
）
の
屋
根
と
思
わ
れ
る
（
61
）
。
植
物

葺
き
東
西
棟
入
母
屋
造
り
の
一
間
堂
と
し
て
描
か
れ
た
山
荘
図
の
霊
迹
壇
（
62
）
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図21　構造物（建築物）の配置

　凡　例　　　　本画面及び現画面に描かれた建築物の位置

　　　　　　　　旧画面に描かれた建築物の位置

表 5　構造物（建築物）一覧（順不同）

号 備　考

看花榻 木造平屋建て、寄棟造り、植物葺き。�円柱上部に屋根を架け、下部に座を設ける。

旧看花榻 木造平屋建て、寄棟造り、植物葺き。�円柱上部に屋根を架け、下部に座を設ける。

悠々亭
木造平屋建て、東西棟入母屋造り、植物葺き。�濯纓池水面上に建てられ、北面を岸に掛ける。廻
縁を備え、縁の高欄に格子状狭間を描く。南面及び西面軒に青色日除けを設置

旧悠々亭
木造平屋建て、南北棟入母屋造り、植物葺き。�濯纓池水面上に建てられ、東面を岸に掛ける。廻
縁を備える。廻縁の高欄に格子状狭間を描く。

霊迹壇 木造平屋建て、方形寄棟造り、植物葺き。棟飾りなし。

竒福山 木造平屋建て、東西棟寄棟造り、植物葺き。棟飾りなし。

清風館・一之御茶屋 木造平屋建て、東西棟寄棟造り、植物葺き。

旧清風館・一之御茶屋
木造平屋建て、東西棟寄棟造り、植物葺き。棟飾りあり。�旧清風館は数寄屋造り、西面柱間 2間。
西面全面及び北面には廻縁を備える。後の御小座敷に当たる部屋の一部を描く。

明月亭
木造平屋建て、主棟東西棟、附属棟南北棟、寄棟造り、植物葺き。�主棟南側に附属屋あり。後の
御上之間に当たる部屋の南面及び東面軒に庇あり。

超然居
木造平屋建て、東西棟寄棟造り、植物葺き。棟飾りあり。現画面Ｌで床板敷き、高欄を廻らす構
造に修正。

流芳軒
木造平屋建て、主棟南北棟、附属棟東西棟、入母屋造り、植物葺き。�主棟は柱間南北 3間。主棟
南面に連続して東西柱間 3間の附属棟。�東面（後の馬見所及び次之間に当たる箇所）を描く。室
内東西に青色遮蔽物
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濯纓池

流川

泉邸敷地境界（文化前期改修後）

天明改修

前の御池

泉邸敷地境界（弘化３年時点）

泉邸敷地境界（天明改修前）

清風館

縮景園―「流芳軒」地区境界（文化前期改修後）

迎暉峰

看花榻

（京橋川）

泉邸敷地境界（文化前期改修後）

旧悠々亭

（推定）

縮景園―「「流芳軒」地区」境界（文化前期改修後）

旧清風館

（推定）

「望春圯」

「松嶼」
悠々亭

銀河渓

「白龍渓」

流路

「鴛鴦洲」

超然居

（推定）

旧看花榻

（推定）

（「流 軒」

地区）

図22　天明改修後～寛政後期改修後の縮景園（推定）　� ＊現代の縮景園の平面図（平成 3年）に加筆

　凡　例　　　　縮景園の範囲　　　�天明改修後の濯纓池汀線　　　天明改修後の島嶼の位置

　　　　　　　　建築物（寛政前期改修又は寛政後期改修で改修又は移設する前の建築物の位置）

　　　　　　　　建築物（寛政前期改修又は寛政後期改修で移設した後の建築物の位置）

　　　　　　　　建築物（改修又は移設の記録がない建築物の位置）

図23　（参考）泉邸敷地の変遷（推定）� ＊現代の縮景園の平面図（平成 3年）に加筆

濯纓池

流川

泉邸敷地境界（文化前期改修後）

天明改修

前の御池

泉邸敷地境界（弘化３年時点）

泉邸敷地境界（天明改修前）

清風館

縮景園―「流芳軒」地区境界（文化前期改修後）

迎暉峰

看花榻

（京橋川）

泉邸敷地境界（文化前期改修後）

旧悠々亭

（推定）

縮景園―「「流芳軒」地区」境界（文化前期改修後）

旧清風館

（推定）

「望春圯」

「松嶼」
悠々亭

銀河渓

「白龍渓」

流路

「鴛鴦洲」

超然居

（推定）

旧看花榻

（推定）

（「流 軒」

地区）
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と
構
造
、
形
態
が
異
な
る
が
、
文
化
図
は
本
図
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
同
様
の
屋

根
を
描
く
。

　

（
オ
）　
「
竒
福
山
」

　
　

 　

「
竒
福
山
」
は
、
本
図
及
び
文
化
図
と
も
に
、
植
物
葺
き
東
西
棟
寄
棟
造
り
の

屋
根
が
描
か
れ
、
西
側
山
麓
に
朱
鳥
居
が
描
か
れ
る
。
屋
根
は
山
荘
図
に
見
え

る
覆
屋
の
屋
根
（
63
）
と
思
わ
れ
る
。

　

（
カ
）　
明
月
亭

　
　

 　

明
月
亭
は
主
棟
東
部
の
座
敷
（
後
の
御
上
之
間
）
と
附
属
棟
が
描
か
れ
る
。
主

棟
座
敷
東
面
軒
先
に
庇
が
、
附
属
棟
南
壁
に
格
子
状
桟
の
円
窓
が
見
え
、
山
荘

図
に
も
同
様
の
庇
及
び
円
窓
が
描
か
れ
て
い
る
（
64
）
。
ま
た
、
文
化
図
で
は
円
窓

は
見
え
な
い
が
、
主
棟
東
面
軒
先
庇
は
や
は
り
よ
く
似
た
形
状
で
描
か
れ
て
い
る
。

本
図
制
作
時
の
建
物
が
文
化
図
段
階
ま
で
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

　

（
キ
）　
超
然
居

　
　

 　

茅
葺
寄
棟
造
り
の
吹
き
放
し
で
、
屋
外
と
屋
内
の
段
差
が
無
い
東
屋
と
し
て

描
か
れ
た
超
然
居
が
、
現
画
面
L
に
よ
っ
て
高
欄
と
床
構
造
及
び
南
面
踏
石
を

有
す
る
構
造
の
建
築
物
に
補
正
さ
れ
て
い
る
（
図
13
）
。

　
　

 　

山
荘
図
で
は
、
現
画
面
L
と
同
様
、
高
欄
及
び
床
構
造
を
有
す
る
超
然
居
が

描
か
れ
て
お
り
（
65
）
、
超
然
居
改
修
は
プ
レ
山
荘
図
期
に
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
。

　

（
ク
）　
「
流
芳
軒
」

　
　

 　

馬
場
に
面
し
た
東
面
を
中
心
に
描
か
れ
る
。
内
部
に
薄
青
色
の
長
方
形
物
が

描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
壁
で
あ
る
場
合
、
流
芳
軒
東
面
北
側
に
比
較
的
大
き

な
座
敷
を
、
南
側
に
若
干
小
さ
な
座
敷
を
配
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
北
側
の

座
敷
が
馬
事
観
閲
時
の
藩
主
の
居
所
と
思
わ
れ
、
同
じ
く
藩
主
の
馬
事
観
閲
に

供
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
「
御
建
」「
馬
見
所
」
の
座
敷
割
と
の
間
に
共
通
性

が
認
め
ら
れ
る
（
66
）
。

　
　

 　

本
図
の
描
写
か
ら
受
け
る
「
流
芳
軒
」
の
平
面
形
状
の
印
象
は
、
浅
野
文
庫

「
所
々
絵
図
御
泉
水
図
」
の
中
の
平
面
図
（
67
）（
以
下
「
文
化
略
図
」
と
い
う
。）の
「
流

芳
軒
」
の
平
面
形
状
は
異
な
り
、
三
戸
家
文
書
「
弘
化
三
歳
御
改
め　

御
泉
水
惣

絵
図
」
の
貼
紙
貼
付
前
の
図
（
68
）
に
見
え
る
「
流
芳
軒
」
の
平
面
形
状
に
近
い
。
ま

た
、
屋
根
も
山
荘
図
（
69
）
と
は
異
な
る
印
象
を
受
け
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
が
絵
画

表
現
に
よ
る
も
の
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
。

イ　
橋　
梁

　

 　

本
図
に
は
9
橋
梁
が
描
か
れ
、
う
ち
6
橋
梁
が
木
造
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
山
荘

図
に
描
か
れ
て
い
る
。
陸
橋
又
は
橋
脚
を
有
す
る
橋
梁
は
5
橋
梁
あ
り
、
全
て
構

造
が
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
名
所
と
し
て
号
が
付
さ
れ
て
い
る
（
図
24
及
び
表
6
）
。

　

 　

各
橋
梁
で
構
造
意
匠
は
異
な
る
が
、「
望
春
圯
」（
図
24
③
）
の
構
造
意
匠
と
、
同

じ
く
銀
河
渓
流
入
口
に
享
和
以
後
に
架
橋
さ
れ
た
望
春
橋
（
享
和
以
後
、
文
化
図
）

の
構
造
意
匠
が
類
似
す
る
こ
と
、
複
数
回
の
架
け
直
し
が
想
定
さ
れ
る
觀
瀾
橋
（
70
）

（
図
24
⑧
）
に
お
い
て
同
一
の
構
造
意
匠
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
白
龍
渓
」
流

路
上
流
に
描
か
れ
た
「
（
白
龍
渓
上
流
橋
梁
）
」（
図
24
⑤
）
も
後
の
白
龍
泉
流
路
や

古
松
渓
流
路
上
流
に
描
か
れ
た
橋
梁
と
同
じ
意
匠
、
構
造
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

園
内
の
地
割
や
架
橋
地
点
の
景
観
上
の
意
味
に
応
じ
て
、
架
橋
地
点
毎
に
構
造
意

匠
を
選
択
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

 　

な
お
、
跨
虹
橋
に
つ
い
て
、
本
図
及
び
山
荘
図
に
描
か
れ
た
跨
虹
橋
の
構
造
と
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図24　構造物（橋梁）の位置

　凡　例　　　　陸橋又は橋脚を有する橋梁の位置

　　　　　　　　陸橋や橋脚等を有していない橋梁の位置

表 6　構造物（橋梁）一覧

番号 名　称 構造等 山荘図 文化図

① 跨虹橋 アーチ型構造橋。石材舗装。陸橋附属 ○ ○

② （龍門橋橋梁） 平切石 2枚、橋脚無し ○ ―

③ 「望春圯」 木造桁、タタキ舗装、3柱橋脚 2組 ○ ×

④ （有年場下流橋梁） 縦板平橋。橋脚無し
△

�（石材）
○

⑤ （白龍渓上流橋梁） 石橋。石材 1枚。橋脚無し ○ ×

⑥ 錦繡橋
木造桁か、横丸木舗装。3柱橋脚 2組�
文化改修で撤去

○ ○

⑦ （古松渓橋梁） 縦板平橋。縦板 2枚。橋脚無し
△

�（石材）
△

⑧ 觀瀾橋 横板反橋、欄干、擬宝珠付き。3柱橋脚 2組 ○ ○

⑨ 石蟾橋 横板反橋。2柱橋脚 1組 ○ ○

凡　例　＊番号欄　　　　　　　　　　〇数字　図24上の番号

　　　　＊名称欄　　　　　　　　　　（　）を付した名称は無名橋梁に付した仮称

　　　　＊山荘図欄及び文化図欄　　　〇�山荘図又は文化図に描かれた橋梁　　△�異なる材料で描かれた橋梁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　×�描かれていない橋梁　　　　　　　　―�描かれていないが存在が推定できる橋梁
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文
化
図
や
天
保
図
に
描
か
れ
た
跨
虹
橋
の
構
造
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
絵
画
表
現

上
の
結
果
に
留
ま
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
本
図
及
び
山
荘
図
制
作
後
か
ら
文

化
図
制
作
ま
で
の
間
、
ポ
ス
ト
山
荘
図
期
に
跨
虹
橋
を
改
修
し
た
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
（
71
）
。

ウ　
石
造
物
、石
組
等

　

 　

本
図
に
描
か
れ
た
、
石
燈
籠
を
始
め
と
す
る
主
な
石
造
物
は
図
25
及
び
表
8

（
70
～
71
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

 　

本
画
面
及
び
現
画
面
に
描
か
れ
た
石
燈
籠
7
基
中
現
存
す
る
石
燈
籠
は
桜
花
巷

西
詰
石
燈
籠
（
図
25
（
1
）
③
）
及
び
観
瀾
橋
東
詰
石
燈
籠
（
図
25
（
2
）
⑦
。
現
在
の

呼
称
は
楊
貴
妃
燈
籠
）で
あ
り
、
痕
跡
の
み
が
残
る
悠
々
亭
南
東
石
燈
籠（
図
25（
1
）

①
）
を
加
え
て
も
、
現
在
す
る
石
燈
籠
は
3
基
に
留
ま
る
（
表
7
）
。
手
水
鉢
又
は
蹲

踞
も
、
現
存
す
る
の
は
清
風
館
北
西
蹲
踞
だ
け
で
あ
る
。

　

 　

旧
画
面
に
描
か
れ
た
も
の
も
含
む
11
基
中
9
基
は
春
日
形
燈
籠
で
あ
る
（
文
化

図
6
基
中
4
基
）
。
春
日
形
で
は
な
い
燈
籠
は
桜
花
巷
西
詰
石
燈
籠
（
円
形
型
）
及

び
観
瀾
橋
東
詰
石
燈
籠
（
楊
貴
妃
型
）
で
あ
り
、
両
石
燈
籠
が
形
、
大
き
さ
と
も
に

異
色
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

 　

石
組
に
つ
い
て
は
、「
積
翠
嵓
」（
積
翠
巌
）
等
現
代
も
名
所
に
位
置
付
け
ら
れ
る

石
組
が
見
え
る
一
方
、
地
割
の
改
変
に
伴
っ
て
撤
去
さ
れ
た
石
組
が
多
い
。
枯
谷

を
演
出
す
る
石
組
は
「
古
松
渓
」
に
見
え
、
現
在
の
菊
澗
渓
の
石
組
に
通
じ
る
意
匠

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
堤
防
に
は
枯
谷
を
演
出
す
る
石
組
は
見
え
な
い
。

　

 　

名
物
石
は
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
石
蟾
橋
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
蟾
石
は
置

か
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
72
）
。

　

 　

跨
虹
橋
南
詰
か
ら
清
風
館
北
側
に
至
る
飛
石
、
北
西
の
石
敷
園
路
及
び
現
画
面

F
に
描
か
れ
た
船
着
場
石
段
は
現
在
も
概
ね
同
様
の
位
置
に
あ
る
が
、
跨
虹
橋
南

詰
か
ら
清
風
館
北
側
に
至
る
飛
石
は
、
描
線
が
雑
で
あ
り
、
現
状
と
の
相
違
の
有

無
は
判
然
と
し
な
い
。

（
3
）　
植
栽
の
変
遷
に
係
る
内
容

　

本
図
に
見
え
る
植
栽
に
は
、「
楓
林
」
を
始
め
と
す
る
名
所
の
季
節
感
を
植
栽
で
表

現
す
る
点
、
す
な
わ
ち
、

◇
現
在
の
桜
花
巷
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
花
樹
が
集
中
し
て
植
栽
さ
れ
て
い
る
点

◇�

迎
暉
峰
、後
の
臨
瀛
岡
に
当
た
る
範
囲
前
面
及
び
明
月
亭
前
面
が
草
地（
芝
地
）及

び
マ
ツ
低
木
群
を
植
栽
し
て
い
る
点

◇�

悠
々
亭
の
背
後
、「
竒
福
山
」周
辺
及
び
南
西
部
周
辺
に
マ
ツ
高
木
を
中
心
と
し
て

植
栽
し
て
い
る
点

◇「
楓
林
」周
辺
に
紅
葉
樹
を
多
く
植
栽
し
て
い
る
点

等
、
文
化
図
に
描
か
れ
た
植
栽
や
現
在
の
植
栽
に
通
じ
る
点
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

一
方
、
本
図
か
ら

◇�

現
画
面
A
段
階
で
堤
防
上
の
看
花
榻
の
傍
ら
に
花
樹
中
木（
モ
モ
又
は
ウ
メ
か
）が

植
栽
さ
れ
て
い
る
点（
図
5
（
58
ペ
ー
ジ
）
）

◇�

旧
画
面
C
に
描
か
れ
た
旧
看
花
榻
の
傍
ら
の
花
樹
中
木（
ウ
メ
又
は
モ
モ
か
）が
、

現
画
面
C
段
階
で
マ
ツ
低
木
群
の
植
栽
に
改
め
ら
れ
て
い
る
点（
図
7（
59
ペ
ー
ジ
））

等
、
施
設
整
備
と
一
体
と
な
っ
た
植
栽
の
見
直
し
が
直
接
見
て
取
れ
る
ほ
か
、
本
図

と
文
化
図
の
比
較
に
お
い
て
も

◇�

本
図
に
描
か
れ
た
銀
河
渓
周
辺
の
草
地（
芝
地
）及
び
マ
ツ
低
木
群
の
範
囲
が
、文

化
図
で
描
く
範
囲
と
異
な
り
、銀
河
渓
北
岸
に
止
ま
る
点

◇�

本
図
に
描
か
れ
た
明
月
亭
前
面
の
草
地（
芝
地
）及
び
マ
ツ
低
木
群
の
範
囲
が
、文
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表 7　（参考）本図、山荘図及び文化図の比較（石燈籠及び手水鉢）

位置 名　称 本図 山荘図 文化図 天保図 現否 備　考

望春橋南石燈籠 ― ― × ○ ○ 山荘図では縮景園南側

龍門橋南石燈籠 ― ― ― 不明 ○

ａ 当初Ｂ石燈籠 □ × × × × 有年場から西へ延びる園路沿い

悠々亭北東石燈籠 × × × × △ 台石のみ現存

① 悠々亭南東石燈籠 ● ○ ○ ○ △

悠々亭東手水鉢 × × × ○ ○

ｂ 当初Ｃ石燈籠 □ × × × × ②と形状が異なる

② 桜花巷東詰石燈籠 ● ○ ○ △ △ 文政以後、現在の桜花巷東詰に移設か

c 当初Ｅ石燈籠 □ × × × ×

楊柳湾西方石燈籠 × × × ○ ×

③ 桜花巷西詰石燈籠 ◎ ○ ○ ○ ○

④ 補正Ｈ石燈籠 ● × △ △ △ dから移設か�踏雲橋西詰石燈籠か要検討

d 当初Ｈ石燈籠 □ ○ × × × 貼紙旧画面Ｈ　④へ移設か

明月亭北側手水鉢 × △ × × △ 水受部の形状が異なる

明月亭南東 × × × × ○ 昭和25年あり

明月亭北東 × × × × ○ 昭和25年なし

弄雲橋西詰 × ○ ○

現錦繍橋東詰石燈籠 × × × × ○ 昭和25年あり

⑤ 錦繍橋東詰石燈籠 ◎ ○ × × ×

丹楓林北詰石燈籠 ― ― ― ○ 昭和25年あり

丹楓林頂上石燈籠 ○ 昭和25年あり

丹楓林西石燈籠 ○ 昭和25年あり

⑥ 馬場東石燈籠 ◎ 不明 不明 不明 不明 不明

超然居北西石燈籠 × × ○ × ×

超然居南東石燈籠 × × × ○ ×

現超然居南東石燈籠 × × × × ○ 昭和25年あり

万歳手水鉢 × × × ○ ○ 名物石

⑦ 観瀾橋東詰石燈籠 ◎ ○ ○ ○ ○ 楊貴妃燈籠

⑧ 清風館北西蹲踞 ◎ ○ × × ○

清風館北西石燈籠 × × × ○ ○

清風館南石燈籠 ― ― ― ― ○

凡　例　＊位置欄　　　　〇�数字又はアルファベット　図25上の位置（描かれていない場合は欠番）

　　　　＊本図欄　　　　◎�本画面に描かれている物件　　　　　　□�旧画面にのみ描かれている物件

　　　　　　　　　　　　●�現画面に描かれている物件

　　　　＊山荘図欄、文化図欄、天保図欄及び現否欄

　　　　　　　　　　　　○�描かれている物件又は現存する物件　　×�描かれていない物件又は現存しない物件

　　　　　　　　　　　　△�検証を要する物件　
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図25（ 1 ）　主な石造物等の位置（右側）

　図29凡例　ア～ケ　石組等

　　　　　　①～⑦　本画面又は現画面に見える石燈籠、手水鉢　a～e　旧画面に見える石燈籠、手水鉢

表 8（ 1）　本図に描かれた石造物及び石組（右側）

位置 名　称 本図 山荘図 文化図 現否 備　考

ア 迎暉峰石群 ◎ ○ △ 現迎暉峰西尾根の石群か

イ 看花榻東石組 ● × ○

ａ 当初Ｂ石燈籠 □ × × × 有年場から西へ延びる園路沿い

ウ 「望春圯」北詰石組 ◎ × △ △ 現在の望春橋北詰石組の前身か

① 悠々亭南東石燈籠 ● ○ ○ △ 台石のみ現存

ｂ 当初Ｃ石燈籠 □ × × × ②と形状が異なる

② 桜花巷東詰石燈籠 ● ○ ○ △ 文政以後、現在の桜花巷東詰に移設か

c 当初Ｅ石燈籠 □ × × ×

エ 現楊柳湾西口付近石組 ◎ × × 現楊柳湾東側谷へ移設か

③ 桜花巷西詰石燈籠 ◎ ○ ○ ○

　凡　例　＊位置欄　　カタカナ、アルファベット又は〇数字　図25上の位置

　　　　　＊本図欄　　◎�本画面に描かれている物件　　　　　　□�旧画面にのみ描かれている物件

　　　　　　　　　　　●�現画面に描かれている物件

　　　　　＊山荘図欄、文化図欄、天保図欄及び現否欄

　　　　　　　　　　　○�描かれている物件又は現存する物件　　×�描かれていない物件又は現存しない物件

　　　　　　　　　　　△�検証を要する物件　
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図25（ 2 ）　主な石造物等の位置（左側）

表 8（ 2）　本図、山荘図及び文化図の比較（石造物及び石組）（左側）

位置 名　称 本図 山荘図 文化図 現否 備　考

オ 跨虹橋北詰石組 ◎ ○ ×

カ 鴛鴦洲東端石組 ● × × ×

④ 補正Ｈ石燈籠 ● × △ △ dから移設か�踏雲橋西詰石燈籠か要検討

d 当初Ｈ石燈籠 □ ○ × × 貼紙旧画面Ｈ�④へ移設か

キ 積翠嵓（積翠巌） ◎ ○ ○ ○

ク 積翠嵓西側石組 ● ○ ○ ○ 旧画面になし。寛政改修で設置。

⑤ 錦繍橋東詰石燈籠 ◎ ○ × ×

ケ 錦繍橋石組 ◎ ○ ○ × 文政改修の範囲か

コ 旧古松渓下石組 ◎ ○ × × 享和以降の改修で撤去か

サ 旧古松渓上石組 ◎ × × × 享和以降の改修で撤去か

⑥ 馬場東石燈籠 ◎ ― ― ―
山荘図以降「流芳軒」地区を描かないため、不
明

⑦ 観瀾橋東詰石燈籠 ◎ ○ ○ ○ 楊貴妃燈籠

ｅ 石造祠？ □ ― ― ― 詳細不明

⑧ 清風館北西蹲踞 ◎ ○ × ○

凡　例　＊位置欄　　カタカナ、アルファベット又は〇数字　図25上の位置

　　　　＊本図欄　　◎�本画面に描かれている物件　　　　　　□�旧画面にのみ描かれている物件

　　　　　　　　　　●�現画面に描かれている物件

　　　　＊山荘図欄、文化図欄、天保図欄及び現否欄

　　　　　　　　　　○�描かれている物件又は現存する物件　　×�描かれていない物件又は現存しない物件

　　　　　　　　　　△�検証を要する物件　
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化
図
で
描
く
範
囲
よ
り
広
い
点

等
の
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
。
天
明
改
修
時
の
植
栽
を
基
礎
と
し
て
、
植
栽
を
細
か

く
継
続
的
に
見
直
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
4
）　
付
箋
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

ア　
「
縮
景
園
二
十
勝
」に
係
る
情
報

　

 　

「
縮
景
園
二
十
勝
」
の
具
体
的
景
観
は
本
図
で
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
図
か
ら
得
ら
れ
る
「
縮
景
園
二
十
勝
」
等
に
係
る
情
報
は
次
の
と
お
り
。

　

（
ア
）　
「
縮
景
園
二
十
勝
」選
定
時
期
と
本
図
制
作
過
程
の
前
後
関
係

　
　

 　

「
縮
景
園
二
十
勝
」
及
び
「
古
松
渓
」
号
は
本
画
面
描
画
前
後
に
選
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
旧
付
箋
「
悠
々
亭
」
、
旧
付
箋
「
看
花
榻
」
、
旧
付
箋
「
松
嶼
」
及
び

旧
付
箋
「
清
風
館
」
号
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
縮
景
園
二
十
勝
」
の
選
定
は
貼
紙
貼

付
前
で
あ
る
。

　

（
イ
）　
「
縮
景
園
二
十
勝
」の
配
置
の
全
般
的
傾
向

　
　

 　

「
縮
景
園
二
十
勝
」
は
跨
虹
橋
を
中
心
に
右
回
り
に
「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」
を

意
識
し
て
配
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
73
）
が
、
跨
虹
橋
よ
り
西
側
、「
秋
」「
冬
」
に

偏
っ
て
選
定
さ
れ
て
い
る
（
図
4
（
52
ペ
ー
ジ
）
）
。

　
　

 　

「
縮
景
園
二
十
勝
」
で
「
秋
」
の
名
所
が
多
く
選
定
さ
れ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、

後
の
「
縮
景
園
名
勝
」
で
も
跨
虹
橋
よ
り
西
側
に
名
所
が
偏
在
す
る
こ
と
（
74
）
、
清

風
館
「
御
居
間
」
が
、「
竒
福
山
」
―
跨
虹
橋
―
清
風
館
ラ
イ
ン
よ
り
北
か
ら
北
西

に
か
け
て
眺
望
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
（
75
）
を
考
慮
す
る
と
、
回
遊
に
よ
る
景
観

よ
り
、
清
風
館
「
御
居
間
」
か
ら
見
た
景
観
上
の
要
点
を
意
識
し
て
選
定
し
た
可

能
性
が
う
か
が
え
る
（
76
）
。

イ　
「
松
嶼
」号
等
に
係
る
情
報

　
　

号
に
係
る
情
報
の
う
ち
、
本
図
を
初
見
と
す
る
情
報
は
次
の
と
お
り
。

　

（
ア
）　
「
松
嶼
」号
が
濯
纓
池
東
部
の
島
嶼
の
号
で
あ
っ
た
こ
と

　
　

 　

な
お
、「
松
嶼
」
号
は
文
化
元
年
よ
り
前
、
山
荘
図
Ⅱ
期
の
「
松
嶼
」
撤
去
（
62

ペ
ー
ジ
）と
と
も
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
（
77
）
。

　

（
イ
）�　
天
明
改
修
直
後
か
ら
寛
政
後
期
改
修（
山
荘
図
Ⅰ
期
）段
階
ま
で
は
、「
鴛

鴦
洲
」号
は
濯
纓
池
西
部
の
島
嶼
の
号
で
あ
っ
た
こ
と

　
　

 　

な
お
、「
鴛
鴦
洲
」
号
は
、
山
荘
図
Ⅱ
期
に
東
部
の
別
の
島
嶼
の
号
に
変
更
さ

れ
た
後
、
文
化
元
年
よ
り
前
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
（
78
）
。

　

（
ウ
）�　
濯
纓
池
南
西
部
、超
然
居
が
位
置
す
る
島
嶼
の
号
が「
聚
仙
島
」号
で
あ
っ

た
こ
と

　
　
　

な
お
、「
聚
仙
島
」
号
は
文
化
元
年
よ
り
前
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
（
79
）
。

　

（
エ
）�　
「
古
松
渓
」号
が「
縮
景
園
二
十
勝
」選
定
後
で
付
箋
貼
付
よ
り
前
、お
そ
ら

く
寛
政
年
間
に
定
め
ら
れ
た
号
で
あ
る
こ
と

　
　

 　

山
荘
図
「
草
稿
」
題
簽
に
「
古
松
渓
」
号
が
墨
書
さ
れ
（
80
）
、「
古
松
渓
」
号
選
定

が
「
縮
景
園
名
勝
」
選
定
以
前
、
山
荘
図
制
作
よ
り
前
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
た
が
、
本
図
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
寛
政
年
間
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

　

（
オ
）�　
天
明
改
修
直
後
か
ら
享
和
改
修
ま
で
、「
古
松
渓
」号
は
濯
纓
池
南
西
部
に

配
さ
れ
た
渓
谷
状
地
形
の
号
で
あ
っ
た（
現
在
の
古
松
渓
流
路
の
号
で
は
な
い
）

こ
と

　
　

 　

前
項
（
エ
）
で
示
す
と
お
り
、
山
荘
図
「
草
稿
」
段
階
で
は
「
古
松
渓
」
号
を
濯

纓
池
南
西
部
の
地
割
の
号
と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
山
田
貴
三
「
縮
景
園
之
記
」

（
81
）（
文
化
二
年
）
は
「
古
松
渓
」
号
を
錦
繍
橋
下
か
ら
濯
纓
池
に
至
る
流
路
の
号
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と
し
て
記
述
し
て
お
り
、
号
の
対
象
の
変
更
は
享
和
元
年
か
ら
文
化
二
年
の
間
、

お
そ
ら
く
「
縮
景
園
名
勝
」
選
定
時
（
文
化
元
年
）で
あ
ろ
う
。

（
5
）　
縮
景
園
改
修
の
経
過
及
び
概
要

ア　
改
修
過
程
の
時
期
区
分

　

 　

前
述
の
と
お
り
（
62
～
63
ペ
ー
ジ
）
、
縮
景
園
に
お
け
る
天
明
八
年
～
文
化
元
年

（
一
七
八
九
～
一
八
〇
四
）
の
期
間
は
、
本
図
及
び
山
荘
図
「
草
稿
」
の
制
作
過
程
に

応
じ
て
プ
レ
山
荘
図
期
、
山
荘
図
Ⅰ
期
、
山
荘
図
Ⅱ
期
及
び
ポ
ス
ト
山
荘
図
期
の

4
期
に
時
期
区
分
で
き
、
こ
の
期
間
に
行
わ
れ
た
縮
景
園
の
改
修
工
事
は
、
本
図

及
び
山
荘
図
各
場
面
間
の
描
写
の
比
較
分
析
の
結
果
、
本
図
に
描
か
れ
た
景
観
に

直
結
す
る
プ
レ
山
荘
図
期
及
び
山
荘
図
Ⅰ
期
の
改
修
、
本
図
制
作
後
に
行
わ
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
山
荘
図
Ⅱ
期
及
び
ポ
ス
ト
山
荘
図
期
の
改
修
の
2
段
階
に
分
け
ら

れ
る
（
82
）（
図
26
（
74
ペ
ー
ジ
）
）
。

　

 　

こ
の
う
ち
、
プ
レ
山
荘
図
期
は
、
こ
の
間
に
旧
清
風
館
改
修
が
行
わ
れ
て
お
り

（
63
ペ
ー
ジ
）
、
寛
政
前
期
改
修
の
実
施
時
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

 　

山
荘
図
Ⅰ
期
、
山
荘
図
Ⅱ
期
及
び
ポ
ス
ト
山
荘
図
期
に
つ
い
て
は
、
山
荘
図
Ⅱ

期
及
び
ポ
ス
ト
山
荘
図
期
の
改
修
工
事
が
濯
纓
池
島
嶼
の
配
置
を
巡
る
一
連
の
工

事
で
あ
る
（
62
ペ
ー
ジ
）
こ
と
か
ら
、
山
荘
図
Ⅰ
期
が
寛
政
後
期
改
修
に
、
山
荘
図

Ⅱ
期
及
び
ポ
ス
ト
山
荘
図
期
が
享
和
改
修
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
（
83
） 

（
表
10

（
77
ペ
ー
ジ
）
）
。

イ　
各
時
期
、段
階
の
工
事
の
概
要

　

 　

プ
レ
山
荘
図
期
（
寛
政
前
期
改
修
）
は
清
風
館
を
始
め
と
す
る
建
築
物
の
改
修
、

配
置
換
え
を
中
心
と
す
る
工
事
、
山
荘
図
Ⅰ
期
（
寛
政
後
期
改
修
）
は
建
築
物
の
配

置
換
え
、
島
嶼
形
状
の
改
修
を
中
心
と
す
る
改
修
工
事
で
あ
り
、
山
荘
図
Ⅱ
期
及

び
ポ
ス
ト
山
荘
図
期
（
享
和
改
修
）
は
、
濯
纓
池
東
部
、
西
部
の
順
に
実
施
さ
れ
た
、

島
嶼
の
撤
去
、
新
築
を
始
め
と
す
る
一
連
の
地
割
変
更
工
事
で
あ
る（
図
26（
74
ペ
ー

ジ
）
）
。

　

 　

天
明
改
修
で
竣
工
し
た
建
築
物
を
数
年
内
に
改
修
や
移
転
し
て
い
る
こ
と
、
山

荘
図
Ⅰ
期
に
形
を
整
え
た
島
嶼
を
数
年
内
に
撤
去
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
、

浅
野
重
晟
は
建
築
物
配
置
、
島
嶼
配
置
に
係
る
設
計
思
想
を
度
々
見
直
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
ま
ず
、
建
築
物
の
機
能
の
確
認
と
配
置
を
見
直
し
、
そ

の
結
果
に
基
づ
く
計
画
に
従
っ
て
、
プ
レ
山
荘
図
期
及
び
山
荘
図
Ⅰ
期
の
工
事
が

順
次
着
工
さ
れ
た
後
、
こ
の
工
事
の
施
工
中
に
濯
纓
池
島
嶼
や
景
観
の
意
味
づ
け

を
見
直
す
作
業
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
山
荘
図
Ⅱ
期
及
び
ポ
ス
ト
山
荘

図
期
の
工
事
を
計
画
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
イ
メ
ー
ジ
は
図
27
（
77
ペ
ー
ジ
）
）
。
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図26　旧画面、現画面と山荘図の検証により検出された各要素の改修工事の実施時期

　凡　例　　　　旧画面と現画面の比較検証により判明した主な改修工事（プレ山荘図期及び山荘図Ⅰ期）

　　　　　　　　現画面と山荘図の比較検証により判明した主な改修工事（山荘図Ⅱ期及びポスト山荘図期）

　　　　　　　　　　　各要素の存続期間　　　　　　　　　　　要素が廃絶した時点

　　　　　　　　本図制作上の画期　　　　　　　　　　　　　　縮景園の名所及び山荘図制作に係る画期
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表 9　18世紀第 4四半期～19世紀第 1四半期初頭の地割等改修の概要

天明改修

□敷地の拡張（迎暉峰周辺及び「流芳軒」地区を含む一帯の拡張） 
□地割の大型化、複雑化 
　※濯纓池及び濯纓池島嶼の造成 
　　・「御池」東側を龍門峡―迎暉峰ライン付近まで掘削 
　　・「御池」西北岸、特に跨虹橋北詰―（現）古松渓西側半島ラインより北の掘削
　　・「御池」西南岸の掘削、「聚仙島」の切り離し、築造
　　・「瀛仙嶋」及び「千秋島」の撤去、「旧松嶼」及び「鴛鴦洲」の築造 
　※京橋川堤防部の拡大
　　・迎暉峰等の築造や明月亭周辺等の拡大、「竒福山」の拡大増高
　※濯纓池東側における尾根築造、及び西側における楓林丘陵の造成
　※流川流路の曲流化 
　※「白龍渓」水路の築造等 
　※錦繍橋流路、銀河渓流路等の観賞用流路の設置 
□植栽の整備 
□建造物等の新築 
　※跨虹橋、「望春圯」、錦繍橋、石蟾橋等の架橋 
　※旧清風館、旧看花榻、旧悠々亭等の建設 
　※霊迹壇、明月亭等の建設 
　※積翠巌を始めとする立石組や石燈籠その他の設置

プレ山荘図期
寛政前期改修

□地割の改修 
　※濯纓池内地割の変更
　　・旧看花榻跡地の礫州浜への改修 
□植栽の整備 　
　※濯纓池南東岸の植栽整理 
□建造物の改修、移設 
　※清風館一之御茶屋の改修 
　※看花榻移設 
　※超然居改修

山荘図Ⅰ期 
寛政後期改修

□地割の改修 
　※濯纓池汀線付近及び島嶼の改修 
　　・「松嶼」改修（「旧松嶼」への盛土） 
　　・悠々亭移設に伴う礫州浜撤去、改修 
　　・「鴛鴦洲」の「竒福山」からの切離し及び鴛鴦洲東端立石組設置 
□構造物の移設 
　※悠々亭移設

享和改修

山荘図Ⅱ期

□地割の改修 
　※濯纓池汀線付近及び島嶼の改修 
　　・「松嶼」撤去、小蓬莱等濯纓池東部島嶼の築造
　　・鴛鴦洲東端立石組撤去

ポスト山荘図期

□地割の改修 　
　※濯纓池汀線付近及び島嶼の改修 
　　・濯纓池東尾根の改修及び濯纓池東端の再拡大、望春島・昇仙島の築造 　　
　　・「鴛鴦洲」撤去、水心島等濯纓池西部島嶼の築造 　　
　　・跨虹橋北詰礫洲浜撤去及び「竒福山」西岸汀線の形状変更 　　
　　・濯纓池南西部（超然居西側）の拡張及び濯纓池西尾根南部の改修 
　※「白龍渓」流路撤去及び白龍泉流路設置、白龍泉滝石組構築 
□構造物の改修 　
　※「望春圯」撤去 
　※映波橋、望春橋の架橋 
□構造物の改修 
　※跨虹橋の改修

文化前期改修

□敷地の拡張 
□地割の改修 
　※悠々亭西側半島西側の池岸の変更 
□構造物の改修 
　※牛田山から導水する上水道の設置 
　※攀柱の設置

文化後期改修

□地割の改修 
　※楊柳湾の拡張及び楊柳島の築造 
　※迎暉峯周辺の改修 
□構造物の改修 
　※龍門峡及び龍門橋周辺の改修 
　※古松渓流路の、現在の流路への変更 
□その他の改修 
　※清風館南側庭園の改修

凡　例　ゴシック　本図によって新たに明らかになった改修内容　ゴシック　本図をもとに隅川論文が指摘する改修内容
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お
わ
り
に

　

本
図
は
、

　

○　
現
存
最
古
の
縮
景
園
の
真
景
図

　
○�　
十
八
世
紀
の
縮
景
園
及
び「
流
芳
軒
」地
区
を
描
き
、か
つ「
縮
景
園
二
十
勝
」

の
対
象
を
具
体
的
に
描
い
た
現
存
唯
一
の
作
品

で
あ
り
、

　

〇�　
天
明
八
年
八
月
～
寛
政
三
年
十
月（
一
七
八
九
～
一
七
九
一
）の
間
に
制
作
さ

れ
、寛
政
十
二
年（
一
八
〇
〇
）十
月
ま
で
に
補
正
が
施
さ
れ
た
、十
八
世
紀
第

4
四
半
期
後
半
の
制
作
と
推
定
さ
れ
る
庭
園
画
で
あ
る
。

　
〇�　
本
画
面
に
天
明
改
修
直
後
、一
七
九
〇
年
前
後
の
縮
景
園
及
び「
流
芳
軒
」地

区
の
景
観
を
描
き
、貼
紙
に
よ
っ
て
十
八
世
紀
第
4
四
半
期
末
、一
八
〇
〇
年

頃
の
景
観
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

　
〇�　
付
箋
に
よ
っ
て「
縮
景
園
二
十
勝
」そ
の
他
の
名
所
の
号
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
と
を
特
徴
と
す
る
絵
画
作
品
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
県
近
世
文
化
史
の
上
で
は
、
本
図
は

　

〇�　
浅
野
重
晟
を
中
心
に
、広
島
藩
の
文
人
た
ち
が
縮
景
園
を
舞
台
と
し
て
展
開

し
た
文
芸
活
動
の
成
果
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
既
に

　

◇　
浅
野
重
晟
周
辺
の
文
人
、特
に
岡
岷
山
の
作
と
も
推
測
さ
れ
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
重
要
な
作
品
で
あ
る
（
50
～
61
ペ
ー
ジ
）
。

　

縮
景
園
の
歴
史
を
た
ど
る
上
で
は
、
本
図
の
描
写
に
は
、

　

＊�　
天
明
改
修
直
後
の
濯
纓
池
は
2
島
嶼
配
置
で
、相
対
的
に
池
水
面
が
広
か
っ

た
こ
と

　
＊�　
天
明
改
修
の
後
、濯
纓
池
東
南
岸
か
ら
堤
防
北
東
部
稜
線
上
に
看
花
榻
が
移

設
さ
れ
た
こ
と

　
＊�　
天
明
改
修
の
後
、悠
々
亭
が
当
初
建
築
地
か
ら
南
西
方
向
の
現
在
地
ま
で
移

設
さ
れ
た
こ
と

　
＊　
「
白
龍
渓
」流
路
は
現
在
の「
白
龍
泉
」流
路
と
異
な
る
流
路
で
あ
っ
た
こ
と

　
＊�　
「
縮
景
園
二
十
勝
」は
縮
景
園
西
部
、清
風
館
御
居
間
か
ら
見
え
る
範
囲
を
中

心
に
偏
在
し
て
い
た
こ
と

　
＊�　
「
松
嶼
」は
濯
纓
池
東
部
の
島
嶼
、「
鴛
鴦
洲
」は
濯
纓
池
西
部
の
島
嶼
、「
聚
仙

島
」は
超
然
居
が
建
つ
島
嶼
、「
古
松
渓
」は
濯
纓
池
西
側
尾
根
南
部
の
枯
谷
の

号
で
あ
っ
た
こ
と

等
、
本
図
に
よ
っ
て
初
め
て
確
認
で
き
る
要
素
を
複
数
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
要

素
と
既
知
の
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
併
せ
て
検
証
す
る
こ
と
で
、
一
七
九
〇
年

代
の
各
段
階
の
改
修
が
行
わ
れ
た
時
期
を
修
正
で
き
た
（
表
10
及
び
11
）と
と
も
に
、

　

※　
天
明
改
修
で
現
在
の
縮
景
園
の
基
本
形
が
整
え
ら
れ
た
こ
と

が
再
確
認
で
き
、
あ
わ
せ
て

　

※�　
天
明
改
修
竣
工
後
間
も
な
く
、施
設
、地
割
に
係
る
設
計
思
想
の
見
直
し
が

度
々
行
わ
れ（
図
27
）、寛
政
前
期
改
修
か
ら
寛
政
後
期
改
修
及
び
享
和
改
修
に

わ
た
る
数
次
の
工
事
に
よ
っ
て
、建
築
物
を
始
め
と
す
る
縮
景
園
の
景
観
を
構

成
す
る
諸
要
素
の
配
置
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と（
図
26
）

等
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
62
～
74
ペ
ー
ジ
）
。

　

今
後
さ
ら
に
分
析
を
進
め
る
こ
と
で
、

　

※　
本
図
の
文
化
史
的
位
置
付
け
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※　
浅
野
重
晟
に
よ
る
文
芸
活
動
の
解
明

　
※�　
天
明
改
修
で
残
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
上
田
宗
箇
の
作
意
の
解
明
（
84
）

な
ど
、
様
々
な
事
実
の
解
明
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

今
後
、
本
図
か
ら
得
る
情
報
と
他
資
料
と
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
縮
景
園
の
変
遷

及
び
文
化
財
的
価
値
並
び
に
本
県
近
世
文
化
に
対
す
る
認
識
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　

本
報
告
が
縮
景
園
及
び
本
県
近
世
文
化
に
関
す
る
今
後
の
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

•
本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
西
本
卓
氏
、
浜
本
緑
氏
、
広
島
県
立
美
術
館
の
協
力
を
得
た
。
ま
た
、

広
島
県
教
育
委
員
会
、
広
島
県
立
文
書
館　

西
村
晃
研
究
員
（
指
導
当
時
）
、
広
島
県
立
美
術
館　

隅
川
明
宏
主
任
学
芸
員
、
頼
山
陽
史
跡
資
料
館　

頼
祺
一
名
誉
館
長
、
花
本
哲
志
主
任
学
芸
員

及
び
渡
部
史
之
主
任
学
芸
員
（
指
導
当
時
）
の
指
導
助
言
、
協
力
を
得
た
。

図27　設計思想見直しと改修の関係（イメージ）

表10　18世紀第 4四半期～19世紀第 2四半期における主な改修� ※白井報告 2表 1を修正

本稿における�時期区分 本稿における改修の呼称 実施時期（推定） 備　考

天明改修 天明 3年（1783）～天明 8年（1788）

プレ山荘図期 寛政前期改修 ？～寛政 3年（1791）

山荘図Ⅰ期 寛政後期改修 ？～寛政12年（1800） 寛政11年浅野重晟致仕

山荘図Ⅱ期�ポスト山荘図期 享和改修 寛政12年（1800）頃～文化元年（1804）

文化前期改修 文化 4年（1807）～文化 5年（1808）

文化後期改修 文化 8年（1811）以後、文化年間 文化10年浅野重晟没

文政改修 文政元年（1818）及び文政13年（1830）

天明８年（ ）

寛政３年（ ）

寛政 年（ ）

享和元年（ ）

寛政前期改修

寛政後期改修

天明改修

享和改修

設計思想（島嶼配置）見直し

設計思想（島嶼形状）見直し

設計思想（建築物配置）見直し
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注1 　

別
邸
の
呼
称
に
は
「
御
泉
水
（
泉
水
）
屋
敷
」「
御
泉
水
（
泉
水
）
」「
泉
水
館
」「
泉
邸
」
な
ど
が

あ
る
。
広
島
県
教
育
委
員
会
編
『
縮
景
園
史
』　

昭
和
五
十
八
年
（
平
成
八
年
再
版
）
参
照
。

「
縮
景
園
」
は
庭
園
の
呼
称
で
あ
る
。

2 　

江
戸
時
代
の
縮
景
園
及
び
同
園
を
描
い
た
作
品
に
関
す
る
主
な
参
考
文
献
は
次
の
と
お

り
。

　

沢
三
石
『
竹
館
遺
事
』（
広
島
県
立
文
書
館
所
蔵
）

　

広
島
市
編
『
廣
島
市
史
』
第
一
巻
～
第
三
巻　

大
正
十
一
年
～
大
正
十
四
年

　

林
保
登
編
『
芸
藩
輯
要
』　

昭
和
八
年　

入
玄
堂

　

広
島
市
役
所
編
『
新
修
広
島
市
史
』
第
四
巻　

文
化
風
俗
史
編　

昭
和
三
十
三
年　

　

広
島
市
役
所
編
『
新
修
広
島
市
史
』
第
一
巻　

総
説
編　

昭
和
三
十
六
年　

　

 

福
尾
猛
市
郎
「
縮
景
園
の
歴
史
」　

広
島
県
文
化
財
協
会
『
広
島
県
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス
』

　
　

第
三
十
四
号　

昭
和
四
十
二
年

　

重 

森
三
玲
「
縮
景
園
庭
園
」　

重
森
三
玲
・
重
森
完
途
著
、
大
橋
治
三
撮
影
『
日
本
庭
園
史
大

系
』
第
九
巻
桃
山
の
庭
（
二
）　

昭
和
四
十
七
年　

株
式
会
社
社
会
思
想
社

　

広
島
県
『
広
島
県
史
』
近
世
1　

昭
和
五
十
六
年

　

前 

掲（
1
）広
島
県
教
育
委
員
会
編
『
縮
景
園
史
』　

昭
和
五
十
八
年（
以
下
「
園
史
」
と
い
う
。）

　

広
島
県
『
広
島
県
史
』
近
世
2　

昭
和
五
十
九
年

　

広
島
市
編
『
図
説
広
島
市
史
』　

平
成
元
年　

広
島
市
公
文
書
館

　

後
藤
陽
一
・
広
島
市
立
中
央
図
書
館
編
『
広
島
城
下
町
絵
図
集
成
』　

平
成
二
年

　

 

向 

田
裕
始
「
広
島
・
縮
景
園
に
つ
い
て
～
近
年
の
動
向
か
ら
～
」　

京
都
造
形
芸
術
大
学
日
本　

庭
園
研
究
セ
ン
タ
ー
『
大
名
庭
園
の
世
界
』
庭
園
学
講
座
8　

平
成
十
三
年

　

財 

団
法
人
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
編
『
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
開
館
七
周
年
記
念
企
画
展　

江

戸
時
代
広
島
の
風
景
展
』　

平
成
十
四
年

　

広
島
市
教
育
委
員
会
編
『
上
田
家
茶
書
集
成
』　

平
成
十
七
年

　

財 

団
法
人
広
島
市
文
化
財
団
広
島
城
編
『
平
成
17
年
度
企
画
展
「
名
勝
縮
景
園
の
原
風
景　

―
縮
景
園
山
荘
図
を
中
心
に
―
」
展
示
図
録　

縮
景
園
山
荘
図
の
世
界
』　

平
成
十
七
年

（
以
下
「
山
荘
図
展
図
録
」
と
い
う
。
）

　

広 

島
県
教
育
委
員
会
『
平
成
十
九
年
度
広
島
県
内
遺
跡
発
掘
調
査
（
詳
細
分
布
調
査
）
報
告

書
』　

平
成
二
十
一
年

　

広 

島
県
立
美
術
館
『
知
ら
れ
ざ
る
サ
ム
ラ
イ
・
ア
ー
ト　

大
名
庭
園
展
』　

平
成
二
十
一
年（
以

下
「
大
名
庭
園
展
図
録
」
と
い
う
。
）

表11　縮景園略年表（天明 8～文化10年（1788～1813））� ※白井報告 2表 2に加筆

年 内　容

天明 8年（1788） 天明改修竣工　 8 月27日、浅野重晟、御年寄に観覧させる

天明末～寛政初年
この頃、「縮景園十九勝」（後、「縮景園二十勝」）が撰ばれる

�「縮景園詩文　上」所収の詩が作られる

天明末～寛政 3年の間 この間に「縮景園図巻」本画面描画

寛政 3年（1791） 寛政前期改修竣工

寛政11年（1799） 8 月21日、浅野重晟致仕

寛政 3～12年の間 この間のどこかで「縮景園図巻」貼紙貼付

寛政12年（1800）
9 月10日、稲荷社神階昇進

寛政後期改修竣工　10月 8 日、浅野重晟、泉邸に往き、家老等に陪覧させ酒餞を賜る

享和元年（1801） 8 月、佐々木錦江、縮景園山荘図「草稿」完整（「縮景園山荘図」奥書）

享和 2～文化元年の間 享和改修竣工

享和 3年（1803） 4 月 6 日、浅野重晟、江田居中に寄題の和歌を作らせる

文化元年（1804）
6 月、浅野重晟、頼春水・梅園太嶺・岡岷山らに「縮景園名勝」を撰ばせる

「縮景園八勝」を選定

文化 2年（1805） 8 月23日、花信堂が縮景園山荘図作成（「縮景園山荘図」奥書）

山田猪右衛門、浅野重晟の命により「縮景園之記」を著す

文化 3年（1806） 浅野重晟、頼春水に「縮景園記」、加藤定斎に「縮景園之和歌」の執筆を命じる

文化 4年（1807）
頼春水「題縮景園詩五首」を詠ず

牛田山から導水

文化 5年（1808） 文化前期改修竣工　泉水裏の家臣の屋敷を取り入れて庭園を拡張

文化 6年（1809） 浅野重晟、樹木を献上した藩士を労う

文化 2～ 6年の間 この間のどこかで「浅野候別邸泉邸図」が描かれる

文化 7年（1810） 頼杏坪「縮景園仮名記」を著す

文化 8～10年の間 文化後期改修

文化10年（1813） 11月13日、浅野重晟死去
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広
島
県
『
名
勝
縮
景
園
保
存
管
理
計
画
書
』　

平
成
二
十
四
年
（
以
下
「
計
画
書
」
と
い
う
。
）

　

知 

念
理
「
縮
景
園
」　

湯
原
公
浩
編
『
大
名
庭
園　

武
家
の
美
意
識
こ
こ
に
あ
り
』
別
冊
太
陽

二
〇
四　

平
成
二
十
五
年

　

白 

井
「
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
縮
景
園
の
改
修
に
つ
い
て
」　

広
島

県
文
化
財
協
会
『
広
島
県
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス
』
二
百
十
六
号　

平
成
二
十
五
年
（
以
下
「
白

井
報
告
1
」
と
い
う
。
）

　

白 

井
「
『
浅
野
候
別
邸
泉
邸
図
』
に
つ
い
て
ー
新
発
見
の
縮
景
園
全
景
図
―
」　

広
島
県
立
歴

史
博
物
館
『
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
十
九
号　

平
成
二
十
九
年
（
以
下
「
白

井
報
告
2
」
と
い
う
。
）

　

斎 

藤
忠
一
「
築
庭
四
〇
〇
年　

浅
野
泉
邸
・
縮
景
園
」（
一
）～（
四
）　

公
益
財
団
法
人
上
田
流

和
風
堂
『
和
風
』
一
四
八
・
一
四
九
・
一
五
一
・
一
五
二
号　

令
和
二
年
三
月
～
令
和
三
年

三
月
（
連
載
）

　

広 

島
県
編
『
縮
景
園
史
（
改
訂
版
）
』　

令
和
三
年
（
前
掲
園
史
の
改
訂
版
。
以
下
「
改
訂
園
史
」

と
い
う
。
）

　

白 

井
「
速
報　

縮
景
園
図
巻
、
縮
景
園
記
稿
本
に
つ
い
て
」　

公
益
財
団
法
人
頼
山
陽
記
念

文
化
財
団
『
雲
か
山
か
』
第
一
二
一
号　

令
和
四
年
三
月
（
前
掲
凡
例
に
示
す
速
報
）

　

隅 

川
明
宏
「
江
戸
時
代
の
縮
景
園
を
描
い
た
画
家
た
ち
に
つ
い
て
」　

広
島
県
立
美
術
館
『
広

島
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
六
号　

令
和
五
年
（
以
下
「
隅
川
論
文
」
と
い
う
。
）

3　

「
縮
景
園
図
巻
」
に
係
る
先
行
報
告
及
び
論
考
は
次
の
と
お
り
。

　

 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日
付
け
広
島
県
教
育
委
員
会
報
道
提
供
資
料

　
　

（
令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
中
国
新
聞
及
び
T
S
S
テ
レ
ビ
新
広
島
が
報
道
）
。

　

前
掲
（
2
）
速
報

　

前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
。

4 　

前
掲
（
2
）『
廣
島
市
史
』
第
二
巻
に
「
泉
水
屋
敷
の
庭
園
大
修
理
成
る
。
是
日
藩
主
重晟

御
年

寄
を
召
し
之
を
観
覧
せ
し
む
」
と
あ
る
。
園
史
。

5 　

本
図
の
題
簽
に
外
題
は
な
い
が
、
本
図
及
び
縮
景
園
記
稿
本
を
一
括
し
て
納
め
る
箱
に

記
さ
れ
た
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
頼
古
楳
（
一
八
六
八
～
一
九
三
一
）
の
箱
書
に
「
縮
景

園
記
及
図
巻
」
と
あ
る
（
別
稿
「
「
縮
景
園
記
稿
本
」
に
つ
い
て
―
新
発
見
の
頼
春
水
著
「
縮
景

園
記
」
草
稿
―
」
図
7
（
本
紀
要
112
ペ
ー
ジ
）
）
た
め
、
前
掲
（
2
）
速
報
及
び
本
稿
で
は
「
縮
景

園
図
巻
」
を
本
図
の
資
料
名
称
に
採
用
し
た
。
前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
は
本
図
を
「
縮
景
園
図
」

と
称
し
て
い
る
。

　

 　

な
お
、「
縮
景
園
記
稿
本
」
の
制
作
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
で
あ
り
（
別
稿
参
照
）
、
本
図

の
制
作
に
関
連
す
る
資
料
で
は
な
い
。

6 　

令
和
三
年
、
本
図
に
係
る
調
査
時
点
で
得
た
、
広
島
県
立
美
術
館　

隅
川
明
宏
主
任
学
芸

員
の
指
摘
に
よ
る
。
前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
も
本
図
が
近
世
絵
画
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
。

7　

前
掲
（
2
）
白
井
報
告
1
及
び
2
。

8　

令
和
三
年
三
月
二
十
一
日
報
道
提
供
資
料
、
前
掲
（
2
）
速
報
。

9 　

付
箋
の
寸
法
に
つ
い
て
、
前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
は
幅
0.6
セ
ン
チ
と
幅
0.7
セ
ン
チ
の
2
種
類

を
測
り
、
こ
の
幅
の
差
と
筆
跡
の
異
同
に
よ
り
、
付
箋
に
は
幅
0.6
セ
ン
チ
の
グ
ル
ー
プ
と
幅

0.7
セ
ン
チ
の
グ
ル
ー
プ
の
2
グ
ル
ー
プ
を
認
め
、
貼
付
時
期
に
違
い
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

 　

本
稿
で
は
、
幅
の
差
が
測
定
誤
差
の
範
囲
と
も
捉
え
ら
れ
る
こ
と
、
筆
跡
の
違
い
を
明
瞭

に
認
識
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
隅
川
論
文
が
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
と
は
認
め
て
い
な
い
。

10�　

前
掲
（
9
）
の
と
お
り
、
隅
川
論
文
は
付
箋
を
2
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
そ
の
各
グ
ル
ー
プ

の
貼
付
時
期
の
違
い
を
推
定
し
て
い
る
。
付
箋
及
び
旧
付
箋
と
現
付
箋
と
の
間
で
貼
付
時

期
が
異
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
各
貼
紙
間
で
グ
ル
ー
プ
と
認
識
で
き
る
ほ
ど
の
差

異
を
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
現
付
箋
と
付
箋
の
一
部
で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー

プ
が
あ
る
と
捉
え
ず
、
ま
た
付
箋
及
び
旧
付
箋
と
現
付
箋
と
の
間
の
貼
付
時
期
の
ず
れ
は
大

き
く
な
い
と
見
て
い
る
。
貼
紙
貼
付
直
前
に
付
箋
及
び
旧
付
箋
が
本
画
面
及
び
旧
画
面
に

貼
付
さ
れ
、
現
画
面
制
作
直
後
に
現
付
箋
が
貼
付
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

11�　

「
縮
景
園
十
九
勝
」「
縮
景
園
二
十
勝
」
は
縮
景
園
の
名
所
の
総
称
の
ひ
と
つ
。
天
明
末
年

か
ら
寛
政
初
年
に
か
け
て
の
時
期
に
、
ま
ず
「
縮
景
園
十
九
勝
」
が
選
定
さ
れ
た
後
、「
悠
々

亭
」
号
を
加
え
て
「
縮
景
園
二
十
勝
」
に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
縮
景
園
詩
文
」
上

（
園
史
第
三
編
83
頁
七
号
資
料
。
以
下
掲
載
頁
番
号
及
び
資
料
番
号
は
「
園
史
83
―
7
」
の
要

領
で
示
す
。
）
所
収
の
詩
は
こ
の
「
縮
景
園
十
九
勝
」「
縮
景
園
二
十
勝
」
を
歌
っ
た
作
品
で
あ

る
。
頼
祺
一
「
縮
景
園
寄
題
詩
文
に
つ
い
て
」（
園
史
第
三
編
「
縮
景
園
に
関
す
る
芸
文
」
所
収
。

以
下
「
頼
報
告
」
と
い
う
。
）
。

　

 　

な
お
、「
古
松
渓
」
号
は
本
図
が
初
見
で
あ
り
、「
縮
景
園
二
十
勝
」
選
定
後
、「
縮
景
園
二
十

勝
」
と
は
別
に
名
所
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
縮
景
園
の
名
所
の
号
の
変
遷
に

つ
い
て
は
頼
報
告
参
照
。

12�　

前
掲
（
2
）
速
報
で
「
…
貼
紙
が
施
さ
れ
…
」「
寛
政
十
二
年
～
享
和
元
年
（
一
八
〇
〇
～

一
八
〇
一
）
頃
の
景
観
又
は
計
画
さ
れ
た
景
観
」
と
記
述
し
た
と
お
り
、
速
報
時
点
で
は
貼

紙
貼
付
の
幅
の
な
か
に
享
和
元
年
も
含
み
、
か
つ
計
画
景
観
が
描
か
れ
た
可
能
性
も
排
除
せ

ず
に
考
え
て
い
た
が
、
本
稿
執
筆
の
な
か
で
享
和
元
年
ま
で
く
だ
ら
な
い
と
判
断
す
る
に
至
っ
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た
。
計
画
景
観
が
描
か
れ
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
本
図
の
よ
う
な
完
成
度
が
高
い
予

想
図
を
作
る
必
然
性
を
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
そ
の
可
能
性
を
排
除
し
て
記
述
し

た
。

　

 　

な
お
、
本
図
製
作
時
期
又
は
年
代
に
係
る
速
報
及
び
前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
の
見
解
と
本
稿

の
見
解
の
相
違
は
、
速
報
及
び
隅
川
論
文
は
本
稿
で
い
う
本
画
面
描
画
を
も
っ
て
本
図
制
作

と
定
義
す
る
が
、
本
稿
で
は
本
図
を
構
成
す
る
諸
要
素
が
全
て
揃
う
こ
と
を
も
っ
て
本
図
制

作
と
定
義
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

 　

ま
た
、
隅
川
論
文
は
「
縮
景
園
二
十
勝
」
選
定
時
期
及
び
本
図
製
作
時
期
（
本
画
面
描
画
段

階
）を
「
あ
え
て
」「
天
明
八
年
の
後
」
と
上
限
を
示
す
に
留
め
て
下
限
を
示
し
て
い
な
い
。

　

 　

隅
川
論
文
は
白
井
が
貼
紙
貼
付
の
契
機
を
寛
政
三
年
と
捉
え
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

速
報
で
は
貼
紙
貼
付
の
契
機
と
な
っ
た
事
項
が
生
じ
た
年
代
は
示
し
て
い
な
い
。

13　

園
史
。

14　

園
史
。

15　

前
掲
（
11
）
頼
報
告
。

16�　

財
団
法
人
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
編
『
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
開
館
七
周
年
記
念
企
画
展　

江
戸
時
代
広
島
の
風
景
展
』　

平
成
十
四
年
。
前
掲
（
2
）
山
荘
図
展
図
録
。

17�　

山
荘
図
展
図
録
第
1
巻
場
面
1
「
清
風
館
」
図
（
以
下
山
荘
図
を
構
成
す
る
場
面
を
特
定

す
る
場
合
は
山
荘
図
展
図
録
が
用
い
る
方
法
を
準
用
し
「
第
○
巻
場
面
○
」
の
要
領
で
示
す
。

ま
た
場
面
に
墨
書
の
標
題
が
あ
る
と
き
に
は
標
題
も
表
示
し
「
第
○
巻
場
面
○
「
○
○
」
図
」

の
要
領
で
記
す
。
）
、
第
1
巻
場
面
6
「
臨
瀛
岡
」
図
、
第
2
巻
場
面
5
及
び
場
面
11
に
描
か
れ

た
清
風
館
の
形
状
は
南
北
棟
の
主
屋
根
の
南
側
に
東
西
棟
の
屋
根
が
附
属
す
る
形
状
で
あ

る
が
、
旧
清
風
館
は
東
西
棟
の
屋
根
を
持
つ
建
造
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旧
清

風
館
の
南
北
の
柱
間
は
2
間
で
あ
る
が
、
前
述
山
荘
図
の
清
風
館
及
び
三
戸
家
文
書
の
清
風

館
の
南
北
柱
間
は
3
間
以
上
あ
る
。

18　

園
史
、
前
掲
（
2
）『
新
修
広
島
市
史
』
。

19�　

前
掲
（
2
）『
廣
島
市
史
』
に
「
十
月
八
日
、
御
泉
水
下
屋
敷
今
の

泉
邸

庭
園
修
理
竣
工
す
、
前
藩
主

重
晟
乃
ち
御
泉
水
下
屋
敷
に
往
き
、
御
家
老
浅
野
甲
斐
修
、
後

ち
遠
江

上
田
主
水
安虎

浅
野
讃
岐
高景

及
び
主

水
の
嫡
子
志
摩
を
招
き
て
、
陪
覧
せ
し
め
、
酒
餞
を
賜
は
る
」
と
あ
る
。
園
史
、『
新
修
広
島

市
史
』
。

20�　

前
掲
（
2
）
白
井
報
告
1
。
な
お
、
白
井
報
告
2
で
享
和
改
修
を
享
和
元
年
八
月
よ
り
後
に

着
工
し
た
改
修
工
事
と
定
義
し
た
が
、
本
稿
で
は
、
享
和
元
年
八
月
以
前
に
竣
工
し
た
と
想

定
さ
れ
る
工
事
も
享
和
元
年
八
月
よ
り
後
に
着
工
し
た
工
事
と
一
連
の
も
の
と
認
識
で
き

る
こ
と
か
ら
、
享
和
改
修
の
定
義
を
寛
政
十
二
年
十

月
以
降
に
着
工
し
た
改
修
工
事
と
改
め
た
。

21�　

山
荘
図
各
場
面
に
つ
い
て
は
、
第
2
巻
場
面
8
「
濯

纓
池
」
図
で
は
旧
画
面
と
類
似
す
る
描
写
と
本
図
と

異
な
る
描
写
が
、
第
1
巻
場
面
1
「
清
風
館
」
図
、
第

1
巻
場
面
5
「
悠
悠
亭
／
鴛
鴦
洲
／
跨
虹
橋
」
図
で
は

現
画
面
と
類
似
す
る
描
写
と
本
図
と
異
な
る
描
写
が
、

第
1
巻
場
面
9
「
無
名
景
」
図
、
第
2
巻
場
面
2
及
び

場
面
11
に
は
本
図
と
一
致
し
な
い
描
写
が
認
め
ら
れ
、

本
画
面
及
び
旧
画
面
又
は
現
画
面
と
共
通
す
る
要
素

を
持
つ
場
面
と
異
な
る
要
素
を
持
つ
場
面
が
混
在
し

て
い
る
（
表
12
参
照
）
。

22�　

前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
。
山
荘
図
は
、
十
八
世
紀
末
、

享
和
元
年
八
月
以
前
の
期
間
に
数
次
に
わ
た
っ
て
制

作
さ
れ
た
複
数
の
図
（
草
稿
）
を
享
和
元
年
八
月
に
取

り
ま
と
め
、
そ
の
後
成
巻
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

23�　

第
1
巻
場
面
14
奥
に
「
享
和
改
元
年
辛
酉
秋
八
月

吉
日
草
稿
錦
江
」
と
あ
る
。
荒
木
清
二
「
縮
景
園
の
景

観
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
」（
前
掲
（
2
）
山
荘
図
展

図
録
所
収
。
以
下
「
荒
木
報
告
」
と
い
う
。
）
。

24�　

広
島
藩
士
が
、
藩
主
の
庭
園
に
関
す
る
創
作
を
、
当

該
庭
園
を
一
度
も
観
覧
す
る
こ
と
な
く
、
無
断
で
行

う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
名
所
の
選
定
は
も
と
よ
り
、

詩
文
の
執
筆
も
浅
野
重
晟
の
命
を
受
け
て
い
る
こ
と

（
園
史
）
、
縮
景
園
の
観
覧
に
は
藩
主
の
許
可
が
必
要

で
あ
る
こ
と
（
園
史
、
前
掲
（
23
）
荒
木
報
告
）
等
か
ら
、

本
図
の
制
作
の
背
景
に
浅
野
重
晟
の
命
を
想
定
す
る

方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
前
掲
（
2
）
隅
川
論

文
も
同
意
し
て
い
る
。

25　

前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
。

26　

園
史
58
―
2
。

27�　

前
掲
（
11
）「
縮
景
園
に
関
す
る
芸
文
」
、
前
掲
（
2
）

表12　山荘図における悠々亭及び濯纓池東部島嶼の表現

場面及び図名 旧悠々亭悠々亭の別 濯纓池東部の島嶼の表現 その他

第 2巻場面 8「濯纓池」図 旧悠々亭 「旧松嶼」に類似する形状の島嶼 1 濯纓池北岸に石積突堤を築く

第 1巻場面 1「清風館」図 ― 「松嶼」に類似する形状の島嶼 1

第 2巻場面 5 ― 「松嶼」に類似する形状の島嶼 1

第 2巻場面11 悠々亭？ 大型島嶼又は半島。「松嶼」か。その他島嶼なし

第 2巻場面 2 悠々亭 島嶼なし

第 1巻場面 6「臨瀛岡」図 ― 跨虹橋近傍に円形島嶼 1。小蓬莱か。

第 1巻場面 5「悠悠亭／鴛鴦洲
／跨虹橋」図

悠々亭
鴛鴦洲（「松嶼」）、銀波島、小蓬莱等計 3島。但
し銀波島及び小蓬莱は後に描き加えられている。
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白
井
報
告
2
。

　

 　

な
お
、
同
時
期
の
庭
園
文
学
に
つ
い
て
は
、
今
橋
理
子
『
江
戸
絵
画
と
文
学
〈
描
写
〉
と
〈
こ

と
ば
〉
の
江
戸
文
化
史
』　

東
京
大
学
出
版
会　

平
成
十
一
年
十
月
、
福
井
久
蔵
『
諸
大
名
の

学
術
と
文
芸
の
研
究
』（
下
）　

昭
和
十
二
年
（
復
刻　

原
書
房　

昭
和
五
十
一
年
）
参
照
。

28�　

前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
も
「
完
成
し
た
鑑
賞
作
品
と
し
て
伝
わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
指

摘
し
て
い
る
。

29�　

大
名
や
そ
の
家
臣
が
大
名
庭
園
等
を
描
い
た
絵
画
を
他
藩
の
文
人
に
送
っ
て
詩
歌
文
等

の
執
筆
を
依
頼
し
、
文
人
が
受
け
取
っ
た
絵
画
を
も
と
に
詩
歌
文
を
執
筆
し
た
例
は
よ
く
あ

る
（
管
見
で
は
「
南
湖
勝
覧
」（
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
に
憩
う
―
菅
茶
山

と
そ
の
世
界
Ⅲ
―
』　

平
成
十
七
年
）
が
菅
茶
山
に
送
ら
れ
た
例
や
「
緑
綺
園
周
辺
景
観
図
」

（
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
『
菅
茶
山
と
そ
の
世
界
Ⅱ
―
黄
葉
夕
陽
文
庫
の
概
要
―
』
展
示
図

録　

平
成
十
年
）
に
よ
る
菅
茶
山
「
緑
綺
園
記
」（
菅
茶
山
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』「
黄
葉
夕
陽

村
舎
文
」
二
）
執
筆
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
）
。

　

 　

縮
景
園
に
つ
い
て
も
、
縮
景
園
を
実
見
せ
ず
に
執
筆
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、
日
野
資
矩
等

の
寄
題
詩
、
本
図
と
関
係
が
深
い
「
縮
景
園
十
九
勝
」
に
係
る
司
馬
弸
（
唐
津
藩
（
佐
賀
県
）
藩

士
か
）の
詩（
前
掲（
26
）縮
景
園
詩
文　

上
」
司
馬
弸
作
品
題
言
。）等
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
広
島
藩
外
の
文
人
に
縮
景
園
へ
の
寄
題
詩
文
の
執
筆
を
依
頼
す
る
た
め
、
浅
野

重
晟
が
参
考
資
料
と
し
て
縮
景
園
の
庭
園
画
を
作
成
さ
せ
た
こ
と
、
本
図
が
そ
の
よ
う
な
作

品
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
し
て
よ
い
と
思
う
。

　

 　

な
お
、
前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
は
本
図
の
制
作
目
的
と
し
て
「
縮
景
園
二
十
勝
」
選
定
作
業

に
供
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

30　

前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
。

31　

前
掲
（
2
）
白
井
報
告
2
。

32�　

前
掲（
2
）白
井
報
告
2
。
前
掲（
2
）隅
川
論
文
は
小
倉
武
駿
を
作
者
に
想
定
す
る
。
ま
た
、

お
な
じ
く
前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
は
こ
の
図
は
縮
景
園
図
巻
を
祖
型
と
し
て
い
る
と
想
定
し

て
い
る
。

33�　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（h

t
t
p
s
:
/
/
d
l
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
i
n
f
o
:
n
d
l
j
p
/

p
i
d
/
9
3
6
7
5
3
7

。
令
和
四
年
三
月
閲
覧
）

34�　

「
流
芳
軒
」
は
「
縮
景
園
十
九
勝
」「
縮
景
園
二
十
勝
」
及
び
「
縮
景
園
名
勝
」
で
は
構
成
名

所
の
ひ
と
つ
に
含
ま
れ
、
山
田
貴
三
「
縮
景
園
仮
名
記
」（
文
化
二
年
。
園
史
58
―
2
）
、
頼
杏

坪
「
縮
景
園
仮
名
記
」（
文
化
七
年
。
園
史
77
―
6
）
、「
縮
景
園
銘
細
記
」（
園
史
151
―
10
）
の
記

事
で
も
縮
景
園
内
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
山
荘
図
、
文
化
図
、
天

保
図
に
は
「
流
芳
軒
」
地
区
は
描
か
れ
ず
、「
所
々
絵
図
御
泉
水
図
」
の
な
か
の
平
面
図
（
広
島

市
立
中
央
図
書
館
保
管
。
前
掲
（
2
）
大
名
庭
園
展
図
録
№
72
「
所
々
絵
図
御
泉
水
図
」
、
前
掲

（
2
）
隅
川
論
文
「
御
泉
水
絵
図
」
と
同
一
。
本
稿
で
は
「
文
化
略
図
」
と
い
う
。
）
は
縮
景
園
と

「
流
芳
軒
」
地
区
を
色
彩
で
明
瞭
に
区
分
し
て
い
る
。
ま
た
、
頼
春
水
「
縮
景
園
記
」（
文
化
三

年
。
園
史
71
―
3
）で
は
「
流
芳
軒
」
地
区
は
附
録
と
し
て
本
文
と
は
別
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

文
化
三
年
頃
、
庭
園
と
し
て
の
縮
景
園
と
「
流
芳
軒
」
地
区
の
区
別
が
明
瞭
に
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
も
庭
園
と
し
て
の
狭
義
の
「
縮
景
園
」
呼
称
と
庭
園
及
び
「
流
芳
軒
」
地
区
を
対
象
と
す

る
広
義
の
「
縮
景
園
」
呼
称
が
混
然
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
前
掲
（
2
）
隅
川

論
文
も
本
図
と
「
文
化
略
図
」
に
お
け
る
「
流
芳
軒
」
地
区
の
扱
い
に
注
目
し
て
い
る
。

　

 　

な
お
、
本
図
及
び
天
保
図
の
画
面
左
側
は
霞
を
徐
々
に
か
け
て
終
わ
っ
て
い
る
が
、
文
化

図
の
画
面
で
は
濯
纓
池
西
側
尾
根

付
近
で
断
ち
切
ら
れ
た
よ
う
に
画

面
及
び
料
紙
が
終
わ
っ
て
い
る
。

35�　

本
図
及
び
文
化
図
は
巻
子
装
で

料
紙
の
縦
寸
法
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、

天
保
図
は
畳
物
で
本
図
及
び
文
化

図
よ
り
も
縦
寸
法
が
大
き
い
（
表

13
）
。
前
掲
（
2
）
白
井
報
告
2
及
び

前
掲
（
33
）
。

36　

前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
。

37�　

前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
。
隅
川
論

文
は
、
本
図
と
文
化
図
に
「
実
際
の

植
生
状
況
を
的
確
に
示
し
」
た
「
現

実
の
景
観
を
題
材
と
し
て
青
緑
山

水
に
寄
せ
る
画
趣
」、
天
保
図
に
「
狩

野
派
画
家
の
洗
練
さ
れ
た
表
現
力

を
感
じ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

38�　

天
明
以
前
の
縮
景
園
の
庭
園
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
同
時
期
の
縮
景

園
を
描
い
た
「
御
泉
水
絵
図
（
但
し

古
キ
分
）」「
御
泉
水
絵
図（
古
キ
分
）」

（
い
ず
れ
も
三
戸
家
文
書（
個
人
蔵
）。

表13　本図、文化図及び天保図のデータ（装幀、寸法）

装　幀
寸　法（本紙）

出　展
縦 横（第 1紙横）

本　図 巻子装 32.7 181.3（124.1）実測値

文化図 巻子装 32.5 154.5（132.2）白井報告２

天保図 畳物 54 134 注(33)国立国会図書館デジタルコレクション

表14　真景図（全景）中に描かれた島嶼の数及び現在の縮景園の島嶼数

島嶼数（うち石組を主とする島嶼の数）
備　考

東部 西部 計

本　図 1　（ 0） 3　（ 1） 4　（ 1）

文化図 4　（ 2） 6　（ 2） 10　（ 4） 文化略図も同数

天保図 6　（ 1） 7　（ 1） 13　（ 2）

現　在 7　（ 6） 7　（ 4） 14　（10） 保存管理計画書による
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園
史
、
改
訂
園
史
、
前
掲
（
2
）
大
名
庭
園
展
図
録
等
掲
載
）
の
ほ
か
、
園
史
、
白
井
報
告
1
及

び
2
を
参
照
。

39　

濯
纓
池
内
の
島
嶼
の
数
の
変
遷
は
表
14
の
と
お
り
。

40�　

「
鴛
鴦
洲
」
号
は
本
図
で
は
濯
纓
池
西
部
の
島
嶼
の
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
山

荘
図
（
第
1
巻
場
面
5
「
悠
悠
亭
／
鴛
鴦
洲
／
跨
虹
橋
」
図
）
及
び
前
掲
（
34
）「
縮
景
園
銘
細

記
」
で
は
「
松
嶼
」
撤
去
後
の
濯
纓
池
東
部
の
島
嶼
の
号
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
松
嶼
」
号

「
鴛
鴦
洲
」
号
は
「
縮
景
園
名
勝
」
以
降
は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
号
の
変
更
や
停

止
に
も
、
濯
纓
池
に
係
る
考
え
方
の
変
更
が
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

41　

第
2
巻
場
面
8
「
濯
纓
池
」
図
。

42�　

第
1
巻
場
面
6
「
臨
瀛
岡
」
図
、
第
2
巻
場
面
2
及
び
場
面
11
。
な
お
、
第
1
巻
場
面
6
「
臨

瀛
岡
」
図
及
び
第
2
巻
場
面
11
は
桜
花
巷
東
詰
石
燈
籠
を
描
く
。

43　

第
2
巻
場
面
2
。

44　

第
1
巻
場
面
5
「
悠
悠
亭
／
鴛
鴦
洲
／
跨
虹
橋
」
図
。

45　

第
1
巻
場
面
9
「
無
名
景
」
図
。

46　

前
掲
（
41
）
。

47　

前
掲
（
45
）
。

48　

白
井
報
告
1
。

49�　

第
1
巻
場
面
13
「
白
龍
渓
」
図
、
第
2
巻
場
面
13
。
但
し
、
本
図
の
白
龍
渓
に
流
水
は
な
い

が
、
山
荘
図
、
特
に
第
1
巻
場
面
13
「
白
龍
渓
」
図
で
は
流
水
が
明
瞭
に
描
か
れ
て
い
る
。
前

掲
（
34
）「
縮
景
園
銘
細
記
」
に
は
「
錦
繍
橋
御
渓
合
」
に
つ
い
て
「
往
古
ハ
砂
川
ニ
而
、
本
御
構

之
節
ハ
素
ゟ
、
平
日
御
成
之
節
も
砂
川
一
時
ニ
水
ハ
流
落
気
色
ニ
仕
置
候
様
ニ
と
の
思
召
御

座
候
由
」
と
あ
り
、
本
図
に
描
写
さ
れ
た
「
白
龍
渓
」
の
様
子
は
白
龍
泉
及
び
水
溜
整
備
以
前

の
日
常
の
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

50�　

第
1
巻
場
面
11
「
超
然
居
／
観
瀾
橋
／
古
松
渓
」
図
。

51�　

三
戸
家
文
書
「
弘
化
三
歳
御
改
め　

御
泉
水
惣
絵
図
」（
個
人
蔵
。
園
史
、
改
訂
園
史
、
前
掲

（
2
）
大
名
庭
園
展
図
録
等
掲
載
）
の
貼
紙
貼
付
前
の
図
（
白
井
報
告
1
掲
載
）
に
描
か
れ
た
超

然
居
西
側
は
狭
水
道
に
な
っ
て
お
り
西
側
か
ら
架
か
る
橋
梁
も
見
え
る
。
文
化
後
期
改
修

で
超
然
居
周
辺
が
再
び
改
修
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
図
に
は
観
瀾
橋
南

詰
か
ら
観
瀾
橋
と
異
な
る
方
向
に
掛
け
ら
れ
た
橋
梁
の
輪
郭
や
超
然
居
と
は
別
に
配
さ
れ

た
建
築
物
の
輪
郭
が
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
同
図
制
作
直
後
に
も
超
然
居
周
辺
の
改
修
が
計
画

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

 　

こ
の
ほ
か
、
浅
野
文
庫
「
御
泉
水
御
庭
超
然
居
併
大
手
塀
共
御
所
替
方
合
志
ら
べ
絵
図
」

（
広
島
市
立
中
央
図
書
館
）に
よ
り
、
超
然
居
周
辺
は
位
置
や
形
状
の
変
更
等
の
改
修
が
計
画
、

実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

52�　

旧
画
面
F
の
旧
清
風
館
西
面
縁
に
接
し
て
描
か
れ
て
い
る
清
風
館
北
西
蹲
踞（
図
1（
3
）、

71
ペ
ー
ジ
図
25
（
2
）
⑧
）
は
、
貼
紙
F
に
よ
る
補
正
対
象
と
さ
れ
ず
、
旧
清
風
館
の
改
修
に

よ
っ
て
清
風
館
と
離
れ
た
位
置
に
残
さ
れ
た
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
山

荘
図
第
1
巻
場
面
1
「
清
風
館
」
図
に
は
本
図
清
風
館
北
西
蹲
踞
と
類
似
し
た
形
状
の
蹲
踞

が
描
か
れ
、
当
該
蹲
踞
と
清
風
館
の
位
置
関
係
は
旧
画
面
F
に
描
か
れ
た
清
風
館
北
西
蹲
踞

と
旧
清
風
館
の
位
置
関
係
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
。

　

 　

現
画
面
F
は
清
風
館
を
絵
画
的
に
著
し
く
簡
略
化
し
て
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
清
風
館
と
清
風
館
北
西
蹲
踞
の
位
置
関
係
に
関
す
る
現
画
面
F
の
表
現
は
事
実
を
反

映
し
て
お
ら
ず
、
山
荘
図
で
見
え
る
と
お
り
で
あ
っ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
り
、
従
っ

て
、
清
風
館
北
西
蹲
踞
を
基
点
に
し
た
旧
清
風
館
の
相
対
的
位
置
と
実
際
の
清
風
館
の
相
対

的
位
置
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

53　

前
掲
（
17
）
。

54�　

看
花
榻
は
山
荘
図
で
は
第
1
巻
場
面
1
「
清
風
館
」
図
、
第
1
巻
場
面
4
「
看
花
榻
」
図
、

第
2
巻
場
面
11
に
本
図
と
同
じ
形
状
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

 　

な
お
、
小
坂
矩
章
「
同
前
」（
縮
景
園
二
十
勝
）（
前
掲
（
26
）「
縮
景
園
詩
文　

上
」
所
収
。
以

下
詩
の
出
典
は
全
て
同
資
料
。
）
看
花
榻
割
注
に
「
榻
作
扇
形
団
有
一
柱
円
蓋
如
雨
傘
」
と
あ

り
、
縮
景
園
二
十
勝
段
階
の
看
花
榻
の
形
状
を
伝
え
て
い
る
。
薄
田
忠
温
「
縮
景
園
二
十
勝
」

看
花
榻
、
服
元
立
（
服
部
仲
山
）「
縮
景
園
二
十
勝
」
看
花
榻
も
傘
形
の
看
花
榻
の
形
状
に
触

れ
て
い
る
。
ま
た
、
頼
杏
坪
「
同
前
」（
縮
景
園
二
十
勝
）
看
花
榻
は
「
東
風
三
尺
榻
」
と
そ
の

大
き
さ
を
伝
え
て
い
る
。

55�　

薄
田
忠
温
「
縮
景
園
二
十
勝
」
看
花
榻
に
「
梅
樹
已
婆
婆
」
、
服
元
立
（
服
部
仲
山
）「
縮
景
園

二
十
勝
」
看
花
榻
に
「
只
憐
梅
花
清
」
、
坂
井
積
「
同
前
」（
縮
景
園
二
十
勝
）
看
花
榻
に
「
桃
李

迎
韶
景
」
と
あ
り
、
既
に
看
花
榻
の
印
象
は
ウ
メ
又
は
モ
モ
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。

56　

前
掲
（
54
）
。

57�　

園
史
。
前
掲
（
34
）「
縮
景
園
銘
細
記
」
に
「
此
悠
々
亭
先
年
ハ
当
時
之
處
ゟ
ハ
少
し
處
も
違

い
御
建
前
も
違
い
候
由
」
と
あ
り
、
従
来
は
こ
の
「
先
年
」
を
天
明
改
修
よ
り
前
と
捉
え
て
い

た
。

58�　

山
荘
図
で
は
第
1
巻
場
面
5
「
悠
悠
亭
／
鴛
鴦
洲
／
跨
虹
橋
」
図
及
び
第
2
巻
場
面
2
に

悠
々
亭
が
描
か
れ
る
（
表
12
）
。
な
お
「
縮
景
園
八
勝
図
」
池
亭
納
涼
図
（
前
掲
園
史
口
絵
）
も

本
図
、
山
荘
図
と
同
様
の
悠
々
亭
を
描
く
。
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な
お
、
前
掲
（
26
）「
縮
景
園
詩
文
」
所
収
の
詩
の
多
く
は
悠
々
亭
の
印
象
を
「
水
」
と
結
び

付
け
て
お
り
、
浅
野
長
従
「
縮
景
園
二
十
勝
」
、
奥
教
国
「
同
前
」
、
賀
美
通
「
同
前
」
、
生
田
俊

昌
「
同
前
」
、
竹
本
正
純
「
同
前
」
、
高
橋
将
倫
「
同
前
」
、
賀
屋
寛
恭
「
同
前
」
で
は
悠
々
亭
が
濯

纓
池
水
面
上
に
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
坂
井
積
「
同
前
」
の
「
池
亭
」
、
生
田
俊
遠
「
同

前
」
の
「
亭
臨
池
水
流
」
、
小
坂
矩
章
「
同
前
」
の
「
亭
子
池
塘
畔
」
も
池
に
臨
ん
で
い
る
こ
と

を
表
現
し
て
い
る
。

59�　

第
2
巻
場
面
8
「
濯
纓
池
」
図
は
「
旧
松
嶼
」
に
近
い
形
状
の
島
嶼
と
旧
悠
々
亭
ら
し
い
建

造
物
を
描
い
て
お
り
、
両
者
が
同
時
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
表
12
）
。
ま
た
、
第

1
巻
場
面
5
「
悠
悠
亭
／
鴛
鴦
洲
／
跨
虹
橋
」
図
、
同
第
2
巻
場
面
2
及
び
場
面
11
に
は
悠
々

亭
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
場
面
に
よ
っ
て
濯
纓
池
東
部
の
島
嶼
の
数
や
形
状
は
異
な
っ
て
い

る
（
表
15
）
。
悠
々
亭
移
設
工
事
が
「
松
嶼
」
改
修
前
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

 　

山
荘
図
に
お
け
る
絵
画
表
現
上
の
省
略
等
を
考
慮
し
て
も
、
第
2
巻
場
面
8
「
濯
纓
池
」

図
の
制
作
後
、
第
1
巻
場
面
5
「
悠
悠
亭
／
鴛
鴦
洲
／
跨
虹
橋
」
図
、
同
第
2
巻
場
面
2
及
び

場
面
11
制
作
開
始
ま
で
の
間
に
悠
々
亭
移
設
工
事
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

 　

な
お
、
浅
野
長
従
「
縮
景
園
二
十
勝
」
悠
々
亭
に
あ
る
「
林
外
長
堤
下
」
の
句
が
旧
悠
々
亭

の
位
置
を
文
学
的
に
表
現
し
た
も
の
と
捉
え
た
場
合
、
同
詩
は
プ
レ
山
荘
図
期
以
前
の
作
と

考
え
ら
れ
る
。

60�　

「
縮
景
園
名
勝
」
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
六
月
、
浅
野
重
晟
の
命
を
受
け
た
頼
春
水
、
岡

岷
山
、
梅
園
太
嶺
等
が
選
定
し
た
縮
景
園
の
名
所
群
。
全
34
か
所
（
園
史
、
前
掲
（
11
）
頼
報

告
）
。
な
お
、
現
在
の
縮
景
園
で
は
「
縮
景
園
名
勝
」
に
浅
野
長
勲
が
大
正
初
年
に
選
定
し
た

名
所
も
加
え
て
使
用
し
て
い
る
。

61　

前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
。

62�　

第
2
巻
場
面
1
「
霊
跡
壇
」
図
。
第
2
巻
場
面
12
「
其
二
」
図
に
小
さ
く
描
か
れ
た
建
築
物

も
霊
迹
壇
と
思
わ
れ
る
。

63　

第
1
巻
場
面
7
「
竒
福
山
」
図
。

64�　

第
1
巻
場
面
5
「
悠
悠
亭
／
鴛
鴦
洲
／
跨
虹
橋
」
図
、
第
1
巻
場
面
9
「
無
名
景
」
図
、
第

1
巻
場
面
14
「
明
月
亭
」
図
。
ま
た
、
第
2
巻
場
面
3
は
主
棟
座
敷
北
面
を
描
い
て
い
る
。

65�　

第
1
巻
場
面
11
「
超
然
居
／
観
瀾
橋
／
古
松
渓
」
図
。
な
お
、
第
2
巻
場
面
6
「
其
二
」
図

に
も
「
聚
仙
島
」
上
の
建
築
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
建
築
物
は
北
面
に
壁
、
東
面
に
濡
縁

を
廻
ら
し
て
桟
障
子
建
具
を
入
れ
て
お
り
、
本
図
、
文
化
図
に
描
か
れ
る
超
然
居
と
整
合
し

な
い
。

66�　

「
御
建
」「
馬
見
所
」
の
平
面
は
前
掲
（
51
）「
弘
化
三
歳
御
改
め　

御
泉
水
惣
絵
図
」
、
上
田

家
文
書
「
御
泉
水
御
馬
見
所
御
馬
場
図
」（
公
益
財
団
法
人
上
田
流
和
風
堂
蔵
。
前
掲
（
2
）

『
上
田
家
茶
書
集
成
』
）

67　

前
掲
（
34
）
。

68　

前
掲
（
51
）
。

69�　

第
1
巻
場
面
8
「
積
翠
嵓
」
図
で
「
錦
繍
橋
」
越
し
に
小
さ
く
見
え
て
い
る
植
物
葺
き
飾
り

棟
の
屋
根
は
「
流
芳
軒
」
又
は
「
流
芳
軒
」
地
区
の
建
築
物
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
縮
景
園
と

「
流
芳
軒
」
地
区
を
区
切
る
柵
は
第
1
巻
場
面
10
「
石
蟾
橋
」
図
及
び
第
2
巻
場
面
13
に
描
か

れ
て
い
る
。

70�　

観
瀾
橋
を
含
む
超
然
居
周
辺
の
改
修
に
つ
い
て
は
前
掲（
51
）で
示
す
と
お
り
。
な
お
、「
縮

景
園
銘
細
記
」
に
、
こ
の
観
瀾
橋
を
「
御
橋
」
と
称
し
て
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
園
内
で

唯
一
高
欄
擬
宝
珠
を
有
す
る
観
瀾
橋
の
意
匠
と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
る
。

71　

前
掲
（
2
）
隅
川
論
文
。

72　

名
物
石
の
ひ
と
つ
。
園
史
、
前
掲
（
2
）
保
存
管
理
計
画
書
。

73�　

四
季
を
意
識
し
て
名
所
を
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
掲
（
34
）で
紹
介
す
る
文
化
期
の
文
学

作
品
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

74　

園
史
。

75�　

本
図
旧
清
風
館
で
は
北
面
か
ら
西
面
に
か
け
て
開
口
部
と
濡
縁
が
巡
り
、
山
荘
図
以
降
、

現
在
の
縮
景
園
に
お
い
て
も
北
面
に
大
き
く
開
口
し
て
い
る
。

76�　

清
風
館
居
間
が
縮
景
園
を
構
成
す
る
要
素
の
配
置
を
決
定
す
る
起
点
で
あ
っ
た
可
能
性

は
、
前
掲
（
51
）「
御
泉
水
御
庭
超
然
居
併
大
手
塀
共
御
所
替
方
合
志
ら
べ
絵
図
」
で
、
清
風
館

居
間
か
ら
の
方
位
に
よ
っ
て
超
然
居
の
位
置
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

77�　

「
松
嶼
」
は
「
縮
景
園
名
勝
」
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
（
園
史
）
、「
縮
景
園
名
勝
」
使
用
開
始
と

と
も
に
廃
止
し
て
い
る
。

　
 　

な
お
、「
松
嶼
」
号
に
係
り
、
園
史
は
、
浅
野
重
晟
に
よ
る
「
松
嶼
」
改
名
指
示
を
伝
え
る
年

未
詳
八
月
十
九
日
付
梅
園
文
平
（
太
嶺
）
宛
岡
利
源
太
（
岷
山
）
書
状
（
園
史
20
ペ
ー
ジ
）
の
発

給
年
を
文
化
元
年
と
推
定
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
検
討
し
た
改
修
の
経
過
か
ら
考
え
る
と
、

こ
の
書
状
は
本
図
制
作
前
後
、
寛
政
年
間
に
記
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
書
状
で
「
ち

さ
き
嶋
に
て
小
松
五
六
本
植
御
座
候
」
と
記
さ
れ
る
「
松
嶼
」
の
様
子
も
本
図
に
描
か
れ
た
「
松

嶼
」
と
矛
盾
し
な
い
。

78　

前
掲
（
40
）
。

79　

「
聚
仙
島
」
号
も
「
縮
景
園
名
勝
」
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

80　

第
1
巻
場
面
11
「
超
然
居
／
観
瀾
橋
／
古
松
渓
」
図
。
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81　

前
掲
（
34
）
。

82�　

寛
政
年
間
に
行
わ
れ
た
縮
景
園
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
寛
政
前
期
改
修
及
び

寛
政
後
期
改
修
の
2
段
階
が
あ
っ
た
こ
と
及
び
寛
政
前
期
改
修
で
清
風
館
の
改
修
が
行
わ

れ
た
こ
と
を
除
き
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た
。
白
井
報
告
1
及
び
2
。

83�　

前
掲
（
19
）
で
示
す
『
廣
島
市
史
』
の
記
事
が
正
し
い
場
合
、
一
連
の
工
事
を
予
定
し
て
い

る
な
か
工
事
竣
工
に
係
る
招
宴
を
催
す
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
プ
レ
山
荘
図
期
か
ら
山
荘

図
Ⅰ
期
に
わ
た
る
一
連
の
工
事
は
前
掲
（
19
）
の
招
宴
が
開
催
さ
れ
た
寛
政
十
二
年
十
月
の

時
点
で
竣
工
し
た
と
理
解
し
た
。

84�　

「
縮
景
園
銘
細
記
」
に
は
「
此
超
然
居
辺
之
御
模
様
ハ
上
田
宗
箇
御
作
意
と
申
伝
へ
」
と

あ
り
、
天
明
改
修
等
の
工
事
の
な
か
で
も
「
此
超
然
居
ハ
宗
箇
御
作
意
と
申
事
ニ
而
御
模
様

以
前
ゟ
其
儘
之
由
申
伝
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
超
然
居
周
辺
は
、
実
際
に
は
、
前
掲

（
51
）
で
示
す
と
お
り
、
文
化
前
期
改
修
か
ら
文
政
改
修
ま
で
の
間
に
改
修
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
後
も
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）ま
で
の
間
に
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
状
か

ら
天
明
改
修
以
前
の
超
然
居
周
辺
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
は
無
理
が
あ
る
。

　

 　

天
明
改
修
で
残
さ
れ
た
「
上
田
宗
箇
御
作
意
」
を
読
み
取
る
に
は
、
本
図
を
も
と
に
他
事

例
と
比
較
検
証
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
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